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斐伊川総合水系環境整備事業



【様式-1】 

 

河川事業の再評価項目調書 
事業名（箇所名） 斐伊川

ひ い か わ

総合水系環境整備事業 

実施箇所 斐伊川直轄管理区間内 

当該基準 社会情勢の急激な変化、技術革新等により再評価の実施の必要性が生じた事業 

（新規事業箇所の追加） 

事業諸元 【水環境】 

①-1 中海
なかうみ

浄化
じょうか

事業  H16～(実施中) 浅場整備、覆砂 

①-2 宍道
し ん じ

湖
こ

浄化
じょうか

事業 H16～(実施中) 浅場整備 

【水辺整備】 

③夕日ヶ丘
ゆ う ひ が お か

箇所水辺整備［計画］ 護岸、河川管理用通路、階段 

事業期間 平成 16 年度～平成 36 年度 

総事業費（億円） 158.6 億円 残事業費（億円） 33.0 億円 

目的・必要性 斐伊川
ひ い か わ

は、その源を島根県仁多郡
に た ぐ ん

奥
おく

出雲町
いずもちょう

の船通山
せんつうざん

（標高 1,143m）に発し、起伏が穏やか

な中国山地を下り、横田盆地をゆるやかに流れた後、山間峡谷部を急流になって下り、途中三刀屋
み と や

川
がわ

等の多くの支川を合わせながら北に流れ、出雲市大津町上来
かみくり

原
はら

地点で斐伊川放水路として神
かん

戸川
ど が わ

へ洪水を分派した後、山間部を抜けて下流に広がる出雲平野を東に貫流し、宍道
し ん じ

湖
こ

、大橋川
おおはしがわ

、

中海
なかうみ

、 境
さかい

水道
すいどう

を経て日本海に注ぐ幹川流路延長 153km、流域面積 2,540km2 の一級河川で

ある。 

宍道湖・中海では、昭和６３年度に湖沼水質保全特別措置法の指定湖沼となり、平成元年度か

らは、「湖沼水質保全計画」が策定され、関係機関連携のもと、下水道整備や湖内対策の対策を推

進しているが、引き続き水質の改善が必要である。 

中海、宍道湖の「中浜港
なかはまこう

」や「白潟
しらかた

公園」、「岸公園」、「夕日スポット」、「秋
あい

鹿
か

なぎさ公園」、

「木次
き す き

水辺の楽校」などにおいては、散策などの日常利用のほか、ボートやヨット、カヌーなど

の水上スポーツ、花火大会などのイベント開催や夕日鑑賞、子どもたちの環境学習の場など、多

様な利用がなされている。 

 

【水環境】 

《中海
なかうみ

・宍道
し ん じ

湖
こ

浄化事業》 

過去からの湖岸の埋め立てやコンクリート護岸化により、自然の湖岸が持つ自浄機能の低下、

生物生息域である浅場の減少等の湖岸が持つ本来の機能が低下している。また、中海・宍道湖の

近年の水質は経年的に横ばいで、汚濁指標であるＣＯＤなどは環境基準を達成していない。 

そこで、沿岸域における自然浄化機能の回復を行うために浅場整備を行う。また、湖底の汚濁

底泥からの栄養塩溶出を削減し、生物の生息環境を改善するために覆砂を行う。 

 

【水辺整備】 

《夕日ヶ丘
ゆ う ひ が お か

箇所水辺整備》 

境港市夕日ヶ丘地区周辺には、公園やスポーツ広場などのスポーツ・レクリエーション施設が

多く、また中海ではボートやカヌーなどの水上スポーツも楽しむことができるが、水際に老朽化

した直立護岸があるため、水辺に近づきにくくなっている。このため、水辺利用者が安全に水辺

空間を利用し、周辺の公園等と一体となった水辺の利用ができるような護岸、散策道を整備する。

便益の主な根拠 【水環境】①中海・宍道湖浄化事業 ＣＶＭ 

  全体事業：支払意思額＝345 円／世帯／月、受益世帯数＝212,034 世帯 

  残事業 ：支払意思額＝235 円／世帯／月、受益世帯数＝212,034 世帯 

 

【水辺整備】②夕日ヶ丘箇所水辺整備 ＣＶＭ 

  全体事業：支払意思額＝252 円／世帯／月、受益世帯数＝ 14,820 世帯 

  残事業 ：支払意思額＝252 円／世帯／月、受益世帯数＝ 14,820 世帯 
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【様式-1】 

事業全体の 

投資効率性 

基準年度 平成 27 年度 

 B:総便益 
(億円) 

C:総費用
(億円) 

B/C B-C 
(億円) 

EIRR
(%) 

全体 
事業 

総合水系環境整備事業 248.3 197.6 1.3  50.7 5.3

（水環境） 240.0 195.6 1.2  44.5 5.2

（水辺整備） 8.2 2.0 4.2  6.3 16.5

残事業 総合水系環境整備事業 126.2 30.3 4.2 95.9 19.2

（水環境） 118.0 28.3 4.2 89.6 19.4

（水辺整備） 8.2 2.0 4.2  6.3 16.5

事業の効果等 【水環境】 

《中海
なかうみ

・宍道
し ん じ

湖
こ

浄化事業》 

・浅場の造成や覆砂を行うことで、沿岸域の波浪が小さくなるとともに、ヨシやヤマトシジミ等の

生物が生育・生息しやすくなり、湖の自然浄化機能が向上する。 

・湖岸へのアクセス性が向上し、子どもの遊び場や環境学習などの様々な利用が促進される。 

【水辺整備】 

《夕日ヶ丘
ゆ う ひ が お か

箇所水辺整備》 

・護岸や散策道の整備を行うことにより、水辺に近づきやすくなり、公園等と一体となった水辺の

利用がきるようになる。 

・また、管理用通路の整備により、効率的な河川管理が図られる。 

社会情勢等の 

変化 

・事業箇所周辺（松江市、出雲市、米子市、境港市など）の人口・世帯数は大きな変化がみられ

ていない。 

・中海、宍道湖の水質状況は、湖沼水質保全計画に基づく対策により、流域からの排出負荷量は

減少傾向にあるが、環境基準を満足していない状態が継続しており、水環境の改善が望まれて

いる。また、夕日ヶ丘箇所のように、中海や宍道湖では沿岸に公園やスポーツ広場などのスポ

ーツ・レクリエーション施設があり、ボートやカヌーなどの水上スポーツも盛んに行われてお

り、より安全に水辺が利用できるような整備が望まれている。 

事業の進捗状況 ・事業の進捗率は 79.2％（事業費ベース）である。（総事業費 158.6 億円のうち、整備済みは

125.6 億円） 

事業の進捗の 

見込み 

《水環境》 

・地域住民の水環境改善に対する要望は強く、流域対策と連携し湖内対策を推進することが第６

期湖沼水質保全計画にも位置づけられている。 

・地域住民、地域の学識者との情報共有、情報交換を行い、地域の理解と協働のもとヨシの刈取

りやコアマモ場再生など水環境改善対策の実施をしており特に問題はない。 

《水辺整備》 

・地域の河川利用に資する水辺環境整備の要望は強く、関係機関や住民等の意見を取り入れなが

ら、協力体制を確立し事業を実施していく予定であり、今後事業進捗する上で支障はない。 

・地域と連携した川づくりが進められるよう「かわまちづくり」支援制度による事業計画策定に

向けて関係機関等と調整しており、今後事業進捗する上で支障はない。 

コスト縮減や 

代替案立案の 

可能性 

・中海・宍道湖浄化事業は、斐伊川の維持掘削で発生する砂や環境修復用の砂代替材である石炭

灰造粒物を浅場造成・覆砂材料として利用し、コスト縮減を図っている。 

・水辺整備にあたっては、近隣の別工事で発生する土砂を盛土へ流用すること等によりコストの

縮減を図る。また、除草作業や清掃などは、地域住民との協力体制を確立することによりコス

トの縮減を図る。 

・事業の進捗状況、費用対効果を鑑み、継続実施が妥当であり、現状での代替案を検討する必要

がないと考える。 

対応方針（案） 継続 

対応方針理由 以上から、事業の必要性、重要性は変わらないと考えられるため、継続が妥当である。 

今後の事業の実施にあたっては、地域と協力体制を確立するとともに、新技術・新工法等を活

用し、コスト縮減に引き続き取り組み、効率的かつ効果的な事業の執行に努める。 

その他 － 
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が

策
定

さ
れ

、
関

係
機

関
連

携
の

も
と

、
下

水
道

整
備

や
湖

内
対

策
の

対
策

を
推

進
し

て
い

る
が

、
引

き
続

き
水

質
の

改
善

が
必

要
で

あ
る

。
・

汽
水

湖
で

あ
る

宍
道

湖
・

中
海

は
、

全
国

で
も

最
大

級
の

水
鳥

の
渡

来
地

で
、

ガ
ン

・
カ

モ
類

を
中

心
に

約
1

0
万

羽
が

訪
れ

る
。

宍
道

湖
・

中
海

は
、

世
界

的
に

も
重

要
な

湿
地

と
し

て
、

平
成

1
7

年
1

1
月

に
ラ

ム
サ

ー
ル

条
約

の
登

録
湿

地
に

指
定

さ
れ

た
。

環
境

学
習

木
次

水
辺

の
楽

校

秋
鹿

な
ぎ

さ
公

園

宍
道

湖
マ

リ
ン

ス
ポ

ー
ツ

フ
ェ

ス
タ

白
潟

公
園

松
江

水
郷

祭

02468

S
5
4

S
5
9

S
6
4

H
6

H
1
1

H
1
6

H
2
1

H
2
6

(
m
g
/
L
)

宍
道

湖
湖

心
全

層
平

均
環

境
基

準

環
境

基
準
：

3
m
g
/
L
（

湖
沼

A
類
型

）

02468

S
5
4

S
5
9

S
6
4

H
6

H
1
1

H
1
6

H
2
1

H
2
6

(
m
g
/
L
)

中
海
湖

心
全

層
平

均
環

境
基

準

環
境
基

準
：

3
m
g
/
L
（

湖
沼

A
類

型
）

Ｃ
Ｏ

Ｄ
７

５
％

値

あ
い

か

き
す

き

し
ら

か
た

米
子

湾
よ

な
ご

中
海

オ
ー

プ
ン

ウ
ォ

ー
タ

ー
ス

イ
ム

シ
ジ

ミ
漁

と
コ

ハ
ク

チ
ョ

ウ
の

群
れ

（
宍

道
湖

・
斐

伊
川

河
口

）

マ
ガ

モ
（
中

海
）

水
辺

に
近

づ
き

に
く
い

湖
岸

夕
日

ス
ポ

ッ
ト

夕
日

鑑
賞
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２
．

旭
川

の
河

川
環

境
に

関
す

る
現

状
と

課
題

及
び

利
用

状
況

３
．

事
業

内
容

【
凡

例
】

：
実

施
中

の
箇

所
、

：
計

画
中

の
箇

所

注
：
①

-
1
、

①
-
2
は

、
事

業
内

容
を

考
慮

し
、

１
箇

所
で

事
業

評
価

を
実

施
。

※
こ

の
背

景
地

図
等

デ
ー

タ
は

、
国

土
地

理
院

の
電

子
国

土
W
e
b
シ

ス
テ

ム
か

ら
配

信
さ

れ
た

も
の

で
あ

る
。

米
子

湾
エ

リ
ア

東
岸

エ
リ

ア

南
岸
エ
リ
ア

西
岸
エ
リ
ア

南
岸
エ
リ
ア

北
岸

エ
リ

ア

①
-
2
宍

道
湖

浄
化

事
業

①
-
1
中

海
浄

化
事

業

凡
例

赤
：

実
施

中

・
再

評
価

は
斐

伊
川

総
合

水
系

環
境

整
備

事
業

に
お

け
る

以
下

の
3

事
業

を
対

象
と

す
る

。

②
夕

日
ヶ

丘
箇

所
水

辺
整

備

緑
：

計
画

中

事
業

費
合

計
1

5
,8

5
6

百
万

円

※
  

前
回

評
価

時
よ

り
、

夕
日

ヶ
丘

箇
所

水
辺

整
備

が
追

加
に

な
っ

た
こ

と
か

ら
、

前
回

評
価

時
の

事
業

費
が

2
1

3
百

万
円

増
と

な
っ

た
。

※
  
事

業
箇

所
は

、
改

修
工

事
の

影
響

の
な

い
箇

所
を

選
定

し
て

お
り

、
「

斐
伊

川
水

系
河

川
川

整
備

計
画

（
H

2
2

.9
）

」
等

の
関

連
す

る
事

業
と

の
整

合
は

取
れ

て
い

る
。

ま
た

、
夕

日
ヶ

丘
箇

所
水

辺
整

備
は

地
域

と
連

携
し

た
川

づ
く

り
が

進
め

ら
れ

る
よ

う
「

か
わ

ま
ち

づ
く

り
」

支
援

制
度

に
よ

る
事

業
計

画
策

定
に

向
け

て
関

係
機

関
等

と
調

整
し

て
い

る
。

区
分

N
o
.

河
川
名

事
業

名
市

事
業

年
度

事
業

内
容

事
業

費

(
百

万
円

)

評
価

手
法

再
評

価

中
海

【
水
環

境
】

中
海

浄
化

事
業

米
子

市
、

境
港

市

松
江

市
、

安
来

市
H
1
6～

(実
施

中
)

浅
場

整
備

、
覆

砂
1
1
,
71

8
注

Ｃ
Ｖ

Ｍ
宍

道
湖

【
水

環
境

】
宍

道
湖

浄
化

事
業

松
江

市
、

出
雲

市
H
1
6～

(実
施

中
)

浅
場

整
備

3
,
9
25

中
海

【
水
辺
整

備
】

夕
日

ヶ
丘

箇
所

水
辺

整
備

境
港
市

計
画

中

（
国
）
護

岸
、

河
川

管
理
用

通
路

、
階

段
1
9
9

Ｃ
Ｖ

Ｍ

（
市
）
基

盤
整

備
1
4

な
か

う
み

➀
-１

➀
-2

し
ん

じ
こ

2

ゆ
う

ひ
が

お
か
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４
－

１
．

整
備

内
容

①
中

海
・

宍
道

湖
浄

化
事

業
（

実
施

中
）

整
備

目
的

：
沿

岸
域

に
お

け
る

自
然

の
浄

化
機

能
を

回
復

す
る

た
め

に
浅

場
整

備
を

行
う

。
ま

た
、

湖
底

の
汚

濁
底

泥
か

ら
の

栄
養

塩
溶

出
抑

制
や

生
物

の
生

息
環

境
を

回
復

す
る

た
め

に
浅

場
覆

砂
を

行
う

。
現

状
と

課
題

：
過

去
か

ら
の

湖
岸

の
埋

め
立

て
や

コ
ン

ク
リ

ー
ト

護
岸

化
に

よ
り

、
自

然
の

湖
岸

が
持

つ
自

浄
機

能
の

低
下

、
生

物
生

息
域

で
あ

る
浅

場
の

減
少

等
の

湖
岸

が
持

つ
本

来
の

機
能

が
低

下
し

て
い

る
。

ま
た

、
中

海
・

宍
道

湖
の

近
年

の
水

質
は

経
年

的
に

横
ば

い
で

、
汚

濁
指

標
で

あ
る

Ｃ
Ｏ

Ｄ
な

ど
は

環
境

基
準

を
達

成
し

て
い

な
い

の
が

現
状

で
あ

る
。

整
備

内
容

：
浅

場
整

備
、

浅
場

覆
砂

事
業

費
：

1
5

,6
4

3
百

万
円

事
業

の
効

果
・

沿
岸

域
の

波
浪

が
小

さ
く

な
る

と
と

も
に

、
ヨ

シ
や

ヤ
マ

ト
シ

ジ
ミ

等
の

生
物

が
生

育
・

生
息

し
や

す
く

な
り

、
湖

の
自

然
浄

化
機

能
が

向
上

す
る

。
・

湖
岸

へ
の

ア
ク

セ
ス

性
が

向
上

し
、

水
辺

で
の

遊
び

や
環

境
学

習
等

の
様

々
な

利
用

が
促

進
さ

れ
る

。

【
整

備
前

の
状

況
】

【
整

備
後

の
状

況
】

平
成
2
3
年
7
月
撮
影

平
成
2
4
年
8
月
撮
影

な
か

う
み

し
ん
じ
こ

宍
道

湖
整

備
前

(H
1

8
.2

)

宍
道

湖
整

備
後

(H
2

0
.3

)

中
海

整
備

前
(H

1
6

.9
)

中
海

整
備

後
(H

2
1

.2
)

【
整

備
効

果
の

イ
メ

ー
ジ

】

・
水

際
が

コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
の
湖
岸
で

あ
り
、

自
然
の

浄
化

機
能

が
低

下
し

て
い

る
。

・
沿

岸
域

の
水
深
が
深
く
、
波
浪
が
減

衰
せ
ず

、
沿
岸

域
が

高
波

浪
と

な
る

。
・

生
物

の
生
息
域
で
あ
る
浅
場
が
少
な

く
、
二

枚
貝
等

の
生

息
数

が
少

な
い

。

・
水

際
が

砂
浜

や
植
生
帯
と
な
り
、
自

然
の
浄

化
機
能

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。
・

沿
岸

域
の

水
深
が
浅
く
な
り
、
波
浪

の
減
衰

効
果
が

確
認

さ
れ

て
い

る
。

・
生

物
の

生
息

域
が
確
保
さ
れ
る
と
と

も
に
、

水
際
へ

の
ア

ク
セ

ス
性

が
改

善
さ

れ
て

い
る

。

北
岸
エ
リ
ア

残
整
備
延
長
：
0
.3
k
m

全
整
備
延
長
：
4
.3
k
m

※
こ
の
背
景
地
図
等
デ
ー
タ
は
、
国
土
地

理
院
の

電
子
国

土
W
e
b
シ
ス
テ
ム

か
ら
配

信
さ
れ

た
も
の

で
あ
る

。

中
海

・
宍

道
湖

浄
化

事
業

：
事

業
実

施
予

定
エ

リ
ア

①
-
2
宍
道
湖
浄
化
事
業

南
岸
エ

リ
ア

残
整
備
延
長
：
1
.6
k
m

全
整
備
延
長
：
3
.2
k
m

西
岸

エ
リ

ア
残
整
備
延
長
：
1
.5
k
m

全
整
備
延
長
：
1
.5
k
m

東
岸

エ
リ

ア
残
整
備
延
長
：
0
.6
k
m

全
整
備
延
長
：
2
.5
k
m

米
子

湾
エ

リ
ア

残
整
備
延
長
：
3
.2
k
m

全
整
備
延
長
：
5
.4
k
m

①
-
1
中
海
浄
化
事
業

南
岸

エ
リ

ア
残
整
備
延
長
：
0
.9
k
m

全
整
備
延
長
：
5
.0
k
m

①
宍

道
湖

北
岸

エ
リ

ア
（

秋
鹿

地
区

）
②

中
海

南
岸

エ
リ

ア
（

下
意

東
地

区
）

＿
あ
い
か

し
も
い
と
う

写
真

①
：

秋
鹿

地
区

写
真
②
：

下
意
東
地

区

①
宍

道
湖

北
岸

エ
リ

ア
（

秋
鹿

地
区

）
②

中
海

南
岸

エ
リ

ア
（

下
意

東
地

区
）

＿
あ
い
か

し
も
い
と
う

【
地
域
の
協
力
体
制
】

・
宍
道
湖
で
は
地
域
住
民
・
行
政
が
連
携

し
、
ヨ

シ
の
刈

取
り
を
行
っ
て
い
る
。

・
中
海
で
は
N
P
O
が
主
体
と
な
り

地
域
住

民
と
連

携
し
、

ア
マ
モ
・
コ
ア
マ
モ
の
移
植
を
行
っ
て
い

る
。

ヨ
シ
の
刈
取
り
状
況

ア
マ
モ
の
移
植
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【
生

物
生

息
環

境
の

改
善

（
浅

場
）

】
※

二
枚

貝
の

増
加

20
4

1,
81

3

63
2

2,
14

2

0

50
0

1,
00

0

1,
50

0

2,
00

0

2,
50

0

中
海

平
均

宍
道

湖
平

均

個体数（個体数/m2）

個
体

数
（
整

備
前

）
個

体
数

（
整

備
後

）

中
海

：
ア

サ
リ

の
個

体
数

宍
道

湖
：
ヤ

マ
ト

シ
ジ

ミ
の

個
体

数

【
水

際
環

境
の

改
善

（
浅

場
整

備
）

】
※

沿
岸

域
の

景
観

改
善

と
自

然
浄

化
機

能
の

向
上

４
－

１
．

整
備

内
容

■
中

海
・
宍

道
湖

浄
化

事
業

の
総

合
的

な
整

備
効

果
（
主

な
も

の
）

【
波

浪
抑

制
（

浅
場

整
備

）
】

※
沿

岸
域

の
透

明
度

の
向

上

※
生

物
は

代
表

種
と

し
て

主
要

二
枚

貝
の

調
査

を
行

っ
て

い
る

。
※

整
備

前
は

調
査

地
点

間
に

よ
る

生
息

量
の

ば
ら

つ
き

が
大

き
く
、

生
息

範
囲

は
限

ら
れ

て
い

た
が

、
整

備
後

は
整

備
箇

所
全

域
に

わ
た

っ
て

生
息

し
て

い
る

状
況

が
確

認
さ

れ
た

。
※

中
海

お
よ

び
宍

道
湖

の
単

位
面

積
あ

た
り

の
平

均
個

体
数

を
比

較
す

る
と

、
整

備
後

に
個

体
数

の
増

加
が

確
認

さ
れ

、
こ

れ
ら

二
枚

貝
に

よ
る

T
-N

、
T

-P
取

り
込

み
量

も
増

加
し

て
い

る
。

中
海

（
浅

場
区

）

秋
鹿
地
区
周
辺
の
未
整
備

地
区
で
同
時
刻
に
撮
影

整
備
箇
所
の
状
況

未
整

備
箇

所
の

状
況

整
備

直
後

ヨ
シ

繁
茂

【
底

質
の

改
善

（
浅

場
覆

砂
）

】
※

底
泥

か
ら

の
溶

出
抑

制

秋
鹿

地
区

（
宍

道
湖

）

秋
鹿

地
区

（
宍

道
湖

）

あ
い
か

あ
い
か

整
備

後

■
整

備
前

後
の

二
枚

貝
類

の
個

体
数

■
整

備
前

後
の

負
荷

削
減

効
果

（
二

枚
貝

に
よ

る
栄

養
塩

取
り

込
み

量
）

※
栄

養
塩

取
り

込
み

量
の

算
出

に
用

い
た

整
備

面
積

は
、

各
地

区
の

浅
場

整
備

延
長

×
幅

2
0

m
と

し
て

試
算

し
て

い
る

宍
道

湖

整
備

前

※
各

整
備

地
区

の
個

体
数

は
、

調
査

測
線

（
地

点
）
毎

の
個

体
数

を
平

均
し

て
算

出
し

て
い

る
※

中
海

お
よ

び
宍

道
湖

の
平

均
個

体
数

は
、

整
備

地
区

毎
に

算
定

し
た

個
体

数
を

平
均

し
て

算
出

し
て

い
る

ヤ
マ

ト
シ

ジ
ミ

(鹿
園

寺
地

区
)

ア
サ

リ
(下

意
東

地
区

)
し

も
い

と
う

ろ
く
お

ん
じ

•浅
場

整
備

に
よ

り
、

波
浪

が
抑

制
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
、

沿
岸

域
の

透
明

度
も

向
上

し
て

い
る

こ
と

も
確

認
さ

れ
た

。
•浅

場
整

備
に

よ
り

、
水

際
環

境
が

改
善

さ
れ

、
湖

岸
の

自
浄

効
果

や
景

観
改

善
、

生
物

（
主

要
二

枚
貝

）
の

生
息

状
況

改
善

効
果

が
確

認
さ

れ
た

。
•浅

場
覆

砂
に

よ
り

、
底

質
環

境
が

改
善

さ
れ

、
栄

養
塩

の
溶

出
抑

制
効

果
が

確
認

さ
れ

た
。

■
コ

ス
ト

縮
減

浅
場

造
成

・
覆

砂
に

必
要

な
覆

砂
材

は
、

斐
伊

川
の

維
持

掘
削

で
発

生
す

る
砂

や
環

境
修

復
用

の
砂

代
替

材
で

あ
る

石
炭

灰
造

粒
物

を
使

用
す

る
こ

と
で

コ
ス

ト
縮

減
を

図
っ

て
い

る
。

10
9

33
8

0

10
0

20
0

30
0

40
0

整
備

前
整

備
後

T‐N取り込み量（kg/年）

T‐
N

21

64

020406080

整
備

前
整

備
後

T‐P取り込み量（kg/年）

T‐
P

7,
90

6

9,
34

4

0

2,
00
0

4,
00
0

6,
00
0

8,
00
0

10
,0
00

12
,0
00

整
備

前
整

備
後

T‐N取り込み量（kg/年）

T‐
N

83
7

99
0

0

20
0

40
0

60
0

80
0

1,
00

0

1,
20

0

整
備

前
整

備
後

T‐P取り込み量（kg/年）

T‐
P
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４
－

１
．

整
備

内
容

②
【

水
辺

整
備

】
夕

日
ヶ

丘
箇

所
水

辺
整

備
（

計
画

）
整

備
目

的
：

水
辺

利
用

者
が

安
全

に
水

辺
空

間
を

利
用

し
、

周
辺

の
公

園
等

と
一

体
と

な
っ

た
水

辺
の

利
用

が
で

き
る

よ
う

な
護

岸
、

散
策

道
の

整
備

を
行

う
。

現
状

と
課

題
：

周
辺

に
は

、
公

園
や

ス
ポ

ー
ツ

広
場

な
ど

の
ス

ポ
ー

ツ
・

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

施
設

が
多

く
、

ま
た

中
海

で
は

ボ
ー

ト
や

カ
ヌ

ー
な

ど
の

水
上

ス
ポ

ー
ツ

が
行

わ
れ

て
い

る
が

、
水

際
に

老
朽

化
し

た
直

立
護

岸
が

あ
る

た
め

、
水

辺
に

近
づ

き
に

く
く

な
っ

て
お

り
、

周
辺

の
公

園
等

と
一

体
と

な
っ

た
水

辺
を

利
用

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

ま
た

、
境

港
市

は
、

今
年

度
の

「
か

わ
ま

ち
づ

く
り

」
支

援
制

度
に

よ
る

「
か

わ
ま

ち
づ

く
り

計
画

書
」

を
申

請
す

る
予

定
で

あ
り

早
期

の
事

業
着

手
を

強
く

望
ん

で
い

る
。

整
備

内
容

：
(国

)護
岸

、
河

川
管

理
用

通
路

、
階

段
(自

)基
盤

整
備

事
業

費
：

2
1

3
百

万
円

（
う

ち
、

国
土

交
通

省
整

備
分

：
1

9
9

百
万

円
、

境
港

市
整

備
分

：
1

4
百

万
円

）

【
整

備
前

】
【

整
備

後
】

・
水

際
に

老
朽

化
し

た
直

立
護

岸
が

あ
る

た
め

、
水

辺
に

近
づ

き
に

く
く

な
っ

て
い

る
。

・
周

辺
の

公
園

等
と

一
体

と
な

っ
た

水
辺

を
利

用
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

。

整
備

前
の

状
況

平
成
2
7
年
8
月
撮
影

中
海

（
承

水
路

）

整
備

後
の

イ
メ

ー
ジ

・
水

辺
に

近
づ

き
や

す
い

護
岸

、
散

策
道

を
整

備
す

る
。

・
公

園
等

と
一

体
と

な
っ

た
水

辺
の

利
用

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

老
朽
化
し
た
直
立
護
岸

事
業

の
効

果
・

護
岸

や
散

策
道

の
整

備
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

水
辺

に
近

づ
き

や
す

く
な

り
、

公
園

等
と

一
体

と
な

っ
た

水
辺

の
利

用
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
・

ま
た

、
管

理
用

通
路

の
整

備
に

よ
り

、
効

率
的

な
河

川
管

理
が

図
ら

れ
る

。

老
朽
化
し
た
直
立
護
岸

公
園
か
ら
中
海
を
望
む

水
辺

に
近

づ
き

に
く

い
水

辺
に

近
づ

き
や

す
い

夕
日

ヶ
丘

地
区

夕
日

ヶ
丘

ﾒ
ﾓ
ﾘ
ｱ

ﾙ
ﾊ

ﾟｰ
ｸ

中
海

親
水

公 園

市
民

ス
ポ

ー
ツ

広 場

竜
ヶ

山
陸

上
競

技 場

竜
ヶ

山
球

場

竜
ヶ

山
公 園

中 浜 港

※
こ

の
背

景
地

図
は

、
国

土
地

理
院

よ
り

提
供

さ
れ

て
い

る
ウ

ェ
ブ

地
図

「
地

理
院

地
図

」
よ

り
引

用
し

た
も

の
で

あ
る

中
海

（
承

水
路

）

夕
日
ヶ
丘

箇
所
周
辺

位
置

図

整
備

箇
所
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（
2

）
評

価
手

法
の

選
定

４
－

２
．

費
用

対
効

果
分

析

・
「

河
川

に
係

る
環

境
整

備
の

経
済

評
価

の
手

引
き

」
に

明
示

さ
れ

て
い

る
経

済
評

価
手

法
は

Ｃ
Ｖ

Ｍ
と

Ｔ
Ｃ

Ｍ
等

が
あ

り
、

事
業

の
効

果
を

踏
ま

え
適

切
に

選
定

す
る

必
要

が
あ

る
。

出
典

）
河

川
に

係
る

環
境

整
備

の
経

済
評

価
の

手
引

き
，

国
土

交
通

省
河

川
局

（
H

2
2

.3
）

・
【

水
環

境
】

「
①

中
海

・
宍

道
湖

浄
化

事
業

」
に

つ
い

て
は

、
非

利
用

価
値

が
主

と
な

る
こ

と
か

ら
Ｃ

Ｖ
Ｍ

を
適

用
す

る
。

・
【

水
辺

整
備

】
「

②
夕

日
ヶ

丘
箇

所
」

に
つ

い
て

は
、

利
用

価
値

が
主

と
な

る
が

、
周

辺
に

公
園

や
ス

ポ
ー

ツ
広

場
な

ど
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
周

遊
性

が
あ

り
、

事
業

箇
所

単
独

の
利

用
者

数
の

増
減

等
の

デ
ー

タ
設

定
が

困
難

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

Ｃ
Ｖ

Ｍ
を

適
用

す
る

。

・
総

合
水

系
環

境
整

備
事

業
の

事
業

評
価

単
位

は
『

水
系

』
単

位
。

・
評

価
対

象
と

な
る

複
数

事
業

箇
所

の
う

ち
、

個
別

箇
所

の
整

備
完

了
後

５
年

以
内

は
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
等

の
経

費
を

計
上

し
、

水
系

と
し

て
事

業
継

続
中

で
あ

る
場

合
、

再
評

価
時

に
完

了
箇

所
評

価
を

実
施

（
水

系
単

位
の

評
価

と
し

て
は

、
完

了
箇

所
の

費
用

対
効

果
も

含
む

）
。

水
系

内
の

全
事

業
が

完
了

し
た

場
合

は
、

事
後

評
価

を
実

施
。

（
１

）
事

業
評

価
の

考
え

方
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（
3

）
費

用
便

益
比

（
Ｂ

/
Ｃ

）
算

定
の

流
れ

４
－

２
．

費
用

対
効

果
分

析

●
調

査
範

囲
の

設
定

方
針

①
【

水
環

境
】

中
海

・
宍

道
湖

浄
化

事
業

（
C

V
M

）
：

下
記

の
理

由
か

ら
前

回
調

査
時

（
H

2
5

）
の

方
針

を
踏

襲
す

る
。

・
前

回
調

査
範

囲
の

人
口

、
世

帯
数

や
、

事
業

箇
所

へ
の

ア
ク

セ
ス

が
改

善
さ

れ
る

道
路

整
備

等
、

流
域

や
近

隣
の

社
会

環
境

に
つ

い
て

、
前

回
調

査
を

実
施

し
た

平
成

２
5

年
度

か
ら

大
き

な
変

化
が

な
く

、
利

用
圏

域
が

大
き

く
変

化
し

て
い

な
い

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

。
・

前
回

調
査

を
実

施
し

た
平

成
２

5
年

度
か

ら
整

備
内

容
に

大
き

な
変

更
が

な
い

こ
と

か
ら

、
住

民
の

認
知

度
等

に
対

す
る

考
え

方
が

変
化

し
て

い
な

い
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
。

②
【

水
辺

整
備

】
夕

日
ヶ

丘
箇

所
水

辺
整

備
（

C
V

M
）

：
下

記
の

理
由

か
ら

今
回

、
プ

レ
テ

ス
ト

を
実

施
し

、
調

査
範

囲
の

設
定

を
行

う
。

・
前

回
評

価
時

か
ら

【
水

辺
整

備
】

夕
日

ヶ
丘

箇
所

水
辺

整
備

が
追

加
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
適

正
に

評
価

を
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

た
め

。

費
用

便
益

比
（
B

/
C

）
算

定
の

流
れ

総
便

益
【
B

】
総

費
用

【
C

】

調
査

範
囲

の
設

定

年
便

益
の

算
定

・
残

存
価

値
の

設
定

総
便

益
【
B

】
の

算
定

総
建

設
費

の
算

定

維
持

管
理

費
の

設
定

総
費

用
【
C
】

の
算

定

費
用

便
益

比
【
B

/
C

】
の

算
定

Ｃ
Ｖ
Ｍ
（

住
民
ア

ン
ケ
ー

ト
に
よ

る
支
払

意
思
額

の
調
査

）

【
水
環
境

】
中
海

・
宍
道

湖
浄
化

事
業

【
水
辺
整

備
】
夕

日
ヶ
丘

箇
所
水

辺
整
備
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４
－

２
．

費
用

対
効

果
分

析

●
住

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

の
実

施
方

針
①

【
水

環
境

】
中

海
・

宍
道

湖
浄

化
事

業
（

C
V

M
）

：
下

記
の

理
由

か
ら

、
前

回
評

価
時

（
H

2
5

）
の

住
民

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
結

果
を

踏
襲

す
る

と
と

も
に

、
今

回
評

価
の

便
益

と
す

る
。

・
前

回
評

価
時

か
ら

需
要

量
（

人
口

・
世

帯
数

）
に

大
き

な
変

化
が

な
い

た
め

、
前

回
評

価
時

点
か

ら
便

益
に

変
化

が

な
い

と
判

断
し

、
前

回
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
踏

襲
し

、
便

益
算

定
の

簡
素

化
を

図
る

た
め

、
住

民
ア

ン
ケ

ー
ト

は
実

施
し

な
い

。

※
 需

要
量

の
変

化

人
口

：
5

9
8

,7
9

3
人

（
今

回
評

価
）

／
6

0
2

,5
5

2
人

（
前

回
評

価
）

＝
9

9
％

世
帯

数
：

2
4

6
,6

8
0

世
帯

（
今

回
評

価
）

／
2

4
2

,9
5

6
世

帯
（

前
回

評
価

）
＝

1
0

2
％

②
【

水
辺

整
備

】
夕

日
ヶ

丘
箇

所
水

辺
整

備
（

C
V

M
）

：
下

記
の

理
由

か
ら

今
回

、
住

民
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施
し

、
今

回
評

価
の

便
益

算
定

を
行

う
。

・
前

回
評

価
時

か
ら

【
水

辺
整

備
】

夕
日

ヶ
丘

箇
所

水
辺

整
備

が
追

加
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
適

正
に

評
価

を
実

施

す
る

必
要

が
あ

る
た

め
。

●
便

益
の

計
測

「
河

川
に

係
わ

る
環

境
整

備
の

経
済

評
価

の
手

引
き

H
2

2
.3

」
に

基
づ

き
、

評
価

を
行

っ
た

。

◆
C

V
M

（
仮

想
市

場
法

）
の

場
合

⇒
年

便
益

＝
1

世
帯

当
た

り
の

1
年

間
の

支
払

意
思

額
（

W
T

P
）

×
集

計
世

帯
数

今
回

、
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

て
い

な
い

箇
所

は
、

次
回

評
価

時
に

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
、

便
益

の
算

定
を

行
う

。

（
住

民
基

本
台

帳
よ

り
集

計
し

た
も

の
で

、
便

益
集

計
範

囲
外

の
人

口
・

世
帯

数
を

一
部

含
む

）
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0
%

1
0%
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0%

5
0%

6
0%

7
0%

8
0%

9
0%

1
00

%

0
5
00

1
00

0
1
50

0
2
00

0
2
5
0
0

賛同率

支
払

意
思

額
(
円

/
月

/
世

帯
)

実
測

値
推

定
曲
線

４
－

２
．

費
用

対
効

果
分

析

（
４

-
1

）
調

査
範

囲
（

便
益

集
計

範
囲

）
の

設
定

（
C

V
M

）

（
4

-
2

）
C

V
M

（
住

民
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

る
支

払
意

思
額

の
調

査
）

・
郵

送
に

よ
る

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

。
（

平
成

2
4

年
2

月
に

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

）
・

当
事

業
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

る
効

果
を

掲
示

し
、

多
段

階
二

項
選

択
（

8
段

階
）

を
採

用
し

て
整

備
を

行
う

た
め

の
支

払
意

思
額

（
Ｗ

Ｔ
Ｐ

)を
問

う
。

・
得

ら
れ

た
有

効
回

答
か

ら
、

当
事

業
の

支
払

意
思

額
（

Ｗ
Ｔ

Ｐ
）

を
求

め
る

。
・

年
便

益
は

「
Ｗ

Ｔ
Ｐ

×
１

２
ヶ

月
×

受
益

世
帯

数
」

に
よ

り
算

定
。

①
【

水
環

境
】

中
海

・
宍

道
湖

浄
化

事
業

⇒
前

回
評

価
時

（
Ｈ

2
5

）
の

結
果

を
用

い
た

。
（

プ
レ

テ
ス

ト
結

果
よ

り
、

事
業

の
認

知
度

が
高

く
、

事
業

の
必

要
性

を
強

く
感

じ
て

い
る

事
業

箇
所

か
ら

2
0

k
m

の
世

帯
を

対
象

）

中
海

浄
化

事
業

宍
道

湖
浄

化
事

業

全
体

事
業

残
事

業

配
布

数
2

,0
0

0
2

,0
0

0

回
収

数
7

3
2

7
3

2

回
収

率
3

6
.6

%
3

6
.6

%

有
効

回
答

数
5

4
3

5
6

4

有
効

回
答

率
7

4
.2

%
7

7
.0

%

【
ア

ン
ケ

ー
ト

回
収

率
・
有

効
回

答
率

】

最
大

提
示

額
で

裾
切

り

全
体

事
業

3
4

5
円

/
月

/
世

帯

【
支

払
意

思
額

（
全

体
事

業
）
】

（
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

）

①
【

水
環

境
】

中
海

・
宍

道
湖

浄
化

事
業

【
全

体
事

業
】

支
払

意
思

額
(W

T
P

)＝
3

4
5

円
/
月

/
世

帯
、

受
益

世
帯

数
2

1
2

,0
3

4
世

帯
、

年
便

益
8

7
8

百
万

円
/
年

(＝
3

4
5

円
/月

/世
帯

×
1

2
ヶ

月
×

2
1

2
,0

3
4

世
帯

)

【
残

事
業

】
支

払
意

思
額

(W
T

P
)＝

2
3

5
円

/
月

/
世

帯
、

受
益

世
帯

数
2

1
2

,0
3

4
世

帯
、

年
便

益
5

9
8

百
万

円
/
年

(＝
2

3
5

円
/月

/世
帯

×
1

2
ヶ

月
×

2
1

2
,0

3
4

世
帯

)

事
業

を
実

施
し

た
場

合
と

実
施

し
な

い
場

合
の

効
果

を
提

示
し

、
毎

月
い

く
ら

支
払

っ
て

も
良

い
と

思
う

か
質

問
す

る
。

・
支

払
意

思
額

の
提

示
額

は
、

多
段

階
二

項
選

択
方

式
と

し
、

8
段

階
（

5
0

円
/月

、
1

0
0

円
/月

、
2

0
0

円
/月

、
3

0
0

円
/月

、
5

0
0

円
/

月
、

7
0

0
円

/
月

、
1

,0
0

0
円

/月
、

2
,0

0
0

円
/
月

：
年

あ
た

り
も

併
記

）
と

し
た

。
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４
－

２
．

費
用

対
効

果
分

析

（
5

-
1

）
調

査
範

囲
（

便
益

集
計

範
囲

）
の

設
定

（
C

V
M

）

・
夕

日
ヶ

丘
箇

所
水

辺
整

備
の

プ
レ

テ
ス

ト
の

範
囲

は
、

整
備

箇
所

の
自

治
体

と
そ

れ
に

隣
接

す
る

自
治

体
（

概
ね

半
径

2
0

k
m

範
囲

）
を

対
象

範
囲

と
し

て
設

定
。

・
そ

の
結

果
、

事
業

箇
所

を
中

心
と

し
た

5
k
m

圏
内

で
整

備
の

必
要

性
に

高
い

意
識

が
み

ら
れ

た
こ

と
な

ど
か

ら
、

当
該

範
囲

に
お

い
て

C
V

M
の

本
調

査
を

実
施

す
る

こ
と

と
し

た
。

○
プ

レ
テ

ス
ト

に
つ

い
て

■
プ

レ
テ

ス
ト

結
果

■
プ

レ
テ

ス
ト

範
囲

②
【

水
辺

整
備

】
夕

日
ヶ

丘
箇

所
水

辺
整

備
⇒

プ
レ

テ
ス

ト
の

結
果

を
も

と
に

、
整

備
の

必
要

性
に

高
い

意
識

の
見

ら
れ

る
人

の
居

住
地

域
で

あ
る

事
業

箇
所

か
ら

5
k
m

の
世

帯
を

対
象

■
事

業
の

必
要

性

•
５

ｋ
ｍ

圏
以

上
と

な
る

と
整

備
が

必
要

だ
と

思
わ

れ
て

い
る

回
答

者
が

減
少

す
る

。

※
1
～

2
km

区
間

の
回

答
数

が
0
票

で
あ

っ
た

た
め

、
0
～

2
km

を
ま

と
め

て
集

計
し

て
い

る
。

8
6
%

7
6
%

7
5
%

7
7
%

6
3
%

5
0
%

5
8
%

1
4
%

2
4
%

2
5
%

2
3
%

3
7
%

5
0
%

4
3
%

0
%

1
0%

2
0%

3
0%

4
0%

5
0%

6
0%

7
0%

8
0%

9
0%

1
00

%

～
2
km

2
～

3
km

3
～

4
km

4
～

5
km

5
～

1
0
km

1
0
～

1
5
km

1
5
～

2
0
km

1
 必

要
だ

と
思

う
2
 必

要
だ

と
思

わ
な

い

問
：

「
夕

日
ヶ

丘
箇

所
」

の
整

備
が

必
要

だ
と

思
い

ま
す

か
。

7
票

1
7
票

8
票

1
3
票

3
5
票

4
0
票

4
0
票

5
k
m
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0
%

1
0%

2
0%

3
0%

4
0%

5
0%

6
0%

7
0%

8
0%

9
0%

1
00
%

0
5
00

1
00
0

1
50
0

2
00
0

2
50
0

賛同率

支
払
意
思

額
(
円
/
月
/
世
帯

)

実
測

値
推

定
曲
線

４
－

２
．

費
用

対
効

果
分

析

・
郵

送
に

よ
る

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

。
（

平
成

2
7

年
8

月
に

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

）

・
当

事
業

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
る

効
果

を
掲

示
し

、
多

段
階

二
項

選
択

（
8

段
階

）
を

採
用

し
て

整
備

を

行
う

た
め

の
支

払
意

思
額

（
Ｗ

Ｔ
Ｐ

)を
問

う
。

・
得

ら
れ

た
有

効
回

答
か

ら
、

当
事

業
の

支
払

意
思

額
（

Ｗ
Ｔ

Ｐ
）

を
求

め
る

。

・
年

便
益

は
「

Ｗ
Ｔ

Ｐ
×

１
２

ヶ
月

×
受

益
世

帯
数

」
に

よ
り

算
定

。

夕
日

ヶ
丘

箇
所

水
辺

整
備

全
体

事
業

配
布

数
2

,0
0

0

回
収

数
7

8
4

回
収

率
3

9
.2

%

有
効

回
答

数
3

9
6

有
効

回
答

率
5

0
.5

%

【
ア

ン
ケ

ー
ト

回
収

率
・
有

効
回

答
率

】

最
大

提
示

額
で

裾
切

り

全
体

事
業

2
5

2
円

/
月

/
世

帯

【
支

払
意

思
額

（
全

体
事

業
）
】

（
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

）

②
【

水
辺

整
備

】
夕

日
ヶ

丘
箇

所
水

辺
整

備

【
全

体
事

業
】

支
払

意
思

額
(W

T
P

)＝
2

5
2

円
/
月

/
世

帯
、

受
益

世
帯

数
1

4
,8

2
0

世
帯

、

年
便

益
4

4
.8

百
万

円
/
年

(＝
2

5
2

円
/月

/世
帯

×
1

2
ヶ

月
×

1
4

,8
2

0
世

帯
)

（
６

）
残

存
価

値
の

設
定

事
業

完
成

後
5

0
年

経
過

時
点

で
の

事
業

箇
所

の
価

値
を

算
定

。

（
７

）
総

便
益

の
算

定

事
業

完
成

後
5

0
年

の
年

便
益

に
社

会
的

割
引

率
（

4
％

）
を

用
い

現
在

価
値

化
し

た
も

の
の

総
和

に
、

残
存

価
値

を
加

え
た

値
。

（
5

-
2

）
Ｃ

Ｖ
Ｍ

（
住

民
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

る
支

払
意

思
額

の
調

査
）

事
業

を
実

施
し

た
場

合
と

実
施

し
な

い
場

合
の

効
果

を
提

示
し

、
毎

月
い

く
ら

支
払

っ
て

も
良

い
と

思
う

か
質

問
す

る
。

・
支

払
意

思
額

の
提

示
額

は
、

多
段

階
二

項
選

択
方

式
と

し
、

8
段

階
（

5
0

円
/月

、
1

0
0

円
/月

、
2

0
0

円
/月

、
3

0
0

円
/月

、
5

0
0

円
/

月
、

7
0

0
円

/
月

、
1

,0
0

0
円

/月
、

2
,0

0
0

円
/
月

：
年

あ
た

り
も

併
記

）
と

し
た

。
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-
2,

5
0
0

-
2,

0
0
0

-
1,

5
0
0

-
1,

0
0
0

-
50

00

5
00

1
,0

0
0

1
,5

0
0

2
,0

0
0

（
百

万
円

）

便
益

B
費

用
C

（
事

業
費

）

費
用

C
（
維

持
管

理
費

）
便

益
B

（
現

在
価

値
化

）

費
用

C
（
現

在
価

値
化

）

評
価

基
準

年
（
H

2
7
）

便益B 費用C

年
便

益

整
備

期
間

（
H

1
6
～

H
3
1
）

整
備

期
間

終
了

後
の

評
価

期
間

5
0
年

（
H

3
2
～

H
8
1
）

再
評

価
【
全

体
事

業
】

事
業

費
維

持
管

理
費

事
業

期
間

（
H

1
6
～

H
3
6
）

事
業

完
了

（
H

3
6
）

-
5.

0

-
4.

0

-
3.

0

-
2.

0

-
1.

0
0
.0

H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28
H29
H30
H31
H32
H33
H34
H35
H36
H37
H38
H39
H40
H41
H42
H43
H44
H45
H46
H47
H48
H49
H50
H51
H52
H53
H54
H55
H56
H57
H58
H59
H60
H61
H62
H63
H64
H65
H66
H67
H68
H69
H70
H71
H72
H73
H74
H75
H76
H77
H78
H79
H80
H81

（
百

万
円

）

費
用

C
（
維

持
管

理
費

）
費

用
C

（
維

持
管

理
費

（
現

在
価

値
化

）
）

維
持

管
理

費
拡

大
図

（
８

）
費

用
便

益
比

（
B

／
C

）
の

算
出

方
法

再
評

価
【

全
体

事
業

】

【
便

益
の

整
理

】
・

評
価

期
間

中
に

発
現

す
る

便
益

を
社

会
的

割
引

率
（

４
％

）
に

よ
り

現
在

価
値

化
し

て
集

計
・

評
価

期
間

後
に

生
じ

る
残

存
価

値
を

算
定

【
費

用
の

整
理

】
・

既
投

資
額

に
つ

い
て

は
デ

フ
レ

ー
タ

及
び

社
会

的
割

引
率

（
４

％
）

に
よ

り
現

在
価

値
化

し
、

今
後

見
込

ま
れ

る
事

業
費

、
維

持
管

理
費

に
つ

い
て

は
社

会
的

割
引

率
（

４
％

）
に

よ
り

現
在

価
値

化
し

て
集

計

対
象

箇
所

：
【

水
環

境
】

①
中

海
・

宍
道

湖
浄

化
事

業
【

水
辺

整
備

】
②

夕
日

ヶ
丘

箇
所

水
辺

整
備

４
－

２
．

費
用

対
効

果
分

析
（

再
評

価
）

項
目

全
体

事
業

便
益

(B
1

)
2

4
,8

2
7

百
万

円

残
存

価
値

(B
2

)
2

百
万

円

総
便

益
(B

=
B

1
+
B

2
)

2
4

,8
2

9
百

万
円

建
設

費
(C

1
)

1
9

,6
2

8
百

万
円

維
持

管
理

費
(C

2
)

1
2

8
百

万
円

総
費

用
(C

=
C

1
+
C

2
)

1
9

,7
5

6
百

万
円

便
益

比
(B

/
C

)
1

.3

維 持 管 理 費 拡 大
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-
1,

5
0
0

-
1,

0
0
0

-
50

00

5
00

1
,0

0
0

1
,5

0
0

（
百

万
円

）

便
益

B
費

用
C

(事
業

費
)

費
用

C
（
維

持
管

理
費

）
便

益
（
現

在
価

値
化

）

費
用

C
（
現

在
価

値
化

）

評
価

基
準

年
（
H

2
7
）

便益B 費用C

年
便

益

整
備

期
間

（
H

1
6
～

H
3
1
）

整
備

期
間

終
了

後
の

評
価

期
間

5
0
年

（
H

3
2
～

H
8
1
）

再
評

価
【
残

事
業

】

事
業

費
維

持
管

理
費

事
業

期
間

（
H

1
6
～

H
3
6
）

事
業

完
了

（
H

3
6
）

-
2.

0

-
1.

5

-
1.

0

-
0.

5

0
.0

H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28
H29
H30
H31
H32
H33
H34
H35
H36
H37
H38
H39
H40
H41
H42
H43
H44
H45
H46
H47
H48
H49
H50
H51
H52
H53
H54
H55
H56
H57
H58
H59
H60
H61
H62
H63
H64
H65
H66
H67
H68
H69
H70
H71
H72
H73
H74
H75
H76
H77
H78
H79
H80
H81

（
百

万
円

）

費
用

C
（
維

持
管

理
費

）
費

用
C

（
維

持
管

理
費

（現
在

価
値

化
））

維
持

管
理

費
拡

大
図

４
－

２
．

費
用

対
効

果
分

析
（

再
評

価
）

再
評

価
【

残
事

業
】

【
便

益
の

整
理

】
・

評
価

期
間

中
に

発
現

す
る

便
益

を
社

会
的

割
引

率
（

４
％

）
に

よ
り

現
在

価
値

化
し

て
集

計
・

評
価

期
間

後
に

生
じ

る
残

存
価

値
を

算
定

【
費

用
の

整
理

】
・

今
後

見
込

ま
れ

る
事

業
費

、
維

持
管

理
費

に
つ

い
て

は
社

会
的

割
引

率
（

４
％

）
に

よ
り

現
在

価
値

化
し

て
集

計

項
目

残
事

業

便
益

(B
1

)
1

2
,6

1
8

百
万

円

残
存

価
値

(B
2

)
2

百
万

円

総
便

益
(B

=
B

1
+
B

2
)

1
2

,6
2

0
百

万
円

建
設

費
(C

1
)

2
,9

9
9

百
万

円

維
持

管
理

費
(C

2
)

3
2

百
万

円

総
費

用
(C

=
C

1
+
C

2
)

3
,0

3
1

百
万

円

便
益

比
(B

/
C

)
4

.2

維 持 管 理 費 拡 大

対
象

箇
所

：
【

水
環

境
】

①
中

海
・

宍
道

湖
浄

化
事

業
【

水
辺

整
備

】
②

夕
日

ヶ
丘

箇
所

水
辺

整
備
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（
９

）
費

用
対

効
果

分
析

結
果

（
再

評
価

）

４
－

２
．

費
用

対
効

果
分

析
（

再
評

価
）

◇
総

便
益

評
価

期
間

を
事

業
完

成
後

5
0

年
間

と
し

、
現

在
価

値
化

を
行

っ
た

。

（
※

）
総

便
益

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
年

便
益

に
社

会
的

割
引

率
（

4
％

）
を

用
い

現
在

価
値

化
し

た
も

の
の

総
和

に
残

存
価

値
を

加
え

た
値

。

◇
総

費
用

（
※

）
総

費
用

は
、

総
事

業
費

に
5

0
ヶ

年
の

維
持

管
理

費
を

加
え

、
社

会
的

割
引

率
（

4
%

）
を

用
い

現
在

価
値

化
し

た
値

。
（

※
）

維
持

管
理

費
は

、
実

績
を

基
に

設
定

し
た

。

◇
費

用
便

益
比

（
B

/
C

）

再
評

価
全

体
事

業
残

事
業

・
【

水
環

境
】

2
4

,0
0

4
百

万
円

1
1

,7
9

5
百

万
円

・
【

水
辺

整
備

】
8

2
5

百
万

円
8

2
5

百
万

円

・
【

全
体

】
2

4
,8

2
9

百
万

円
1

2
,6

2
0

百
万

円

再
評

価
全

体
事

業
残

事
業

・
【

水
環

境
】

1
9

,5
5

9
百

万
円

2
,8

3
4

百
万

円

・
【

水
辺

整
備

】
1

9
7

百
万

円
1

9
7

百
万

円

・
【

全
体

】
1

9
,7

5
6

百
万

円
3

,0
3

1
百

万
円

再
評

価
全

体
事

業
残

事
業

・
【

水
環

境
】

1
.2

4
.2

・
【

水
辺

整
備

】
4

.2
4

.2

・
【

全
体

】
1

.3
4

.2
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（
１

）
再

評
価

の
視

点

・
事

業
箇

所
周

辺
（

松
江

市
、

出
雲

市
、

米
子

市
、

境
港

市
な

ど
）

の
人

口
・

世
帯

数
は

大
き

な
変

化
が

み
ら

れ
て

い
な

い
。

・
中

海
、

宍
道

湖
の

水
質

状
況

は
、

湖
沼

水
質

保
全

計
画

に
基

づ
く

対
策

に
よ

り
、

流
域

か
ら

の
排

出
負

荷
量

は
減

少
傾

向
に

あ
る

が
、

環
境

基
準

を
満

足
し

て
い

な
い

状
態

が
継

続
し

て
お

り
、

水
環

境
の

改
善

が
望

ま
れ

て
い

る
。

ま
た

、
夕

日
ヶ

丘
箇

所
の

よ
う

に
、

中
海

や
宍

道
湖

で
は

沿
岸

に
公

園
や

ス
ポ

ー
ツ

広
場

な
ど

の
ス

ポ
ー

ツ
・

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

施
設

が
あ

り
、

ボ
ー

ト
や

カ
ヌ

ー
な

ど
の

水
上

ス
ポ

ー
ツ

も
盛

ん
に

行
わ

れ
て

お
り

、
よ

り
安

全
に

水
辺

が
利

用
で

き
る

よ
う

な
整

備
が

望
ま

れ
て

い
る

。

①
事

業
の

必
要

性
等

の
視

点

②
事

業
の

進
捗

の
見

込
み

《
水

環
境

》
・

地
域

住
民

の
水

環
境

改
善

に
対

す
る

要
望

は
強

く
、

流
域

対
策

と
連

携
し

湖
内

対
策

を
推

進
す

る
こ

と
が

第
6

期
湖

沼
水

質
保

全
計

画
に

も
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
る

。
・

地
域

住
民

、
地

域
の

学
識

者
と

の
情

報
共

有
、

情
報

交
換

を
行

い
、

地
域

の
理

解
と

協
働

の
も

と
ヨ

シ
の

刈
取

り
や

コ
ア

マ
モ

場
再

生
な

ど
水

環
境

改
善

対
策

の
実

施
を

し
て

お
り

特
に

問
題

は
な

い
。

《
水

辺
整

備
》

・
地

域
の

河
川

利
用

に
資

す
る

水
辺

環
境

整
備

の
要

望
は

強
く

、
関

係
機

関
や

住
民

等
の

意
見

を
取

り
入

れ
な

が
ら

、
協

力
体

制
を

確
立

し
事

業
を

実
施

し
て

い
く

予
定

で
あ

り
、

今
後

事
業

進
捗

す
る

上
で

支
障

は
な

い
。

・
地

域
と

連
携

し
た

川
づ

く
り

が
進

め
ら

れ
る

よ
う

「
か

わ
ま

ち
づ

く
り

」
支

援
制

度
に

よ
る

事
業

計
画

策
定

に
向

け
て

関
係

機
関

等
と

調
整

し
て

お
り

、
今

後
事

業
進

捗
す

る
上

で
支

障
は

な
い

。

１
）

事
業

を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等

の
変

化

費
用

便
益

比
（

H
2

7
時

点
）

全
体

事
業

(B
/
C

)＝
1

.3
  

  
 残

事
業

(B
/
C

)＝
4

.2

２
）

事
業

の
投

資
効

果

・
事

業
の

進
捗

率
は

、
7

9
.2

％
（

事
業

費
ベ

ー
ス

）
で

あ
る

。
（

総
事

業
費

1
5

9
億

円
の

う
ち

、
整

備
済

み
は

1
2

6
億

円
）

３
）

事
業

の
進

捗
状

況

４
－

３
．

今
後

の
対

応
方

針
（

原
案

）
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【
今

後
の

対
応

方
針

（
原

案
）

】

・
以

上
か

ら
、

事
業

の
必

要
性

、
重

要
性

は
変

わ
ら

な
い

と
考

え
ら

れ
る

た
め

、
継

続
実

施
が

妥
当

で
あ

る
。

・
今

後
の

事
業

実
施

に
あ

た
っ

て
は

、
地

域
と

協
力

体
制

を
確

立
す

る
と

と
も

に
、

新
技

術
・

新
工

法
等

を
活

用
し

、
コ

ス
ト

縮
減

に
引

き
続

き
取

り
組

み
、

効
率

的
か

つ
効

果
的

な
事

業
の

執
行

に
努

め
る

。

（
２

）
県

へ
の

意
見

照
会

結
果

・
鳥

取
県

：
異

存
あ

り
ま

せ
ん

。
・

島
根

県
：

妥
当

で
あ

る
。

４
－

３
．

今
後

の
対

応
方

針
（

原
案

）

③
コ

ス
ト

縮
減

や
代

替
案

立
案

等
の

可
能

性

・
中

海
・

宍
道

湖
浄

化
事

業
は

、
斐

伊
川

の
維

持
掘

削
で

発
生

す
る

砂
や

環
境

修
復

用
の

砂
代

替
材

で
あ

る
石

炭
灰

造
粒

物
を

浅
場

造
成

・
覆

砂
材

料
と

し
て

利
用

し
、

コ
ス

ト
縮

減
を

図
っ

て
い

る
。

・
水

辺
整

備
に

あ
た

っ
て

は
、

近
隣

の
別

工
事

で
発

生
す

る
土

砂
を

盛
土

へ
流

用
す

る
こ

と
等

に
よ

り
コ

ス
ト

の
縮

減
を

図
る

。
ま

た
、

除
草

作
業

や
清

掃
な

ど
は

、
地

域
住

民
と

の
協

力
体

制
を

確
立

す
る

こ
と

に
よ

り
コ

ス
ト

の
縮

減
を

図
る

。
・

事
業

の
進

捗
状

況
、

費
用

対
効

果
を

鑑
み

、
継

続
実

施
が

妥
当

で
あ

り
、

現
状

で
の

代
替

案
を

検
討

す
る

必
要

が
な

い
と

考
え

る
。
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金
額

単
位

：
百

万
円

項
目

再
評

価

全
体

事
業

残
事

業

水
環

境
水

辺
整

備
水

環
境

水
辺

整
備

費
用

（
C

）
1

9
,7

5
6

1
9

,5
5

9
1

9
7

3
,0

3
1

2
,8

3
4

1
9

7

建
設

費
1

9
,6

2
8

1
9

,4
3

5
1

9
3

2
,9

9
9

2
,8

0
6

1
9

3

維
持

管
理

費
1

2
8

1
2

4
3

3
2

2
8

3

便
益

（
B

）
2

4
,8

2
9

2
4

,0
0

4
8

2
5

1
2

,6
2

0
1

1
,7

9
5

8
2

5

便
益

2
4

,8
2

7
2

4
,0

0
4

8
2

3
1

2
,6

1
8

1
1

,7
9

5
8

2
3

残
存

価
値

2
0

2
2

0
2

費
用

便
益

比
（

Ｂ
／

Ｃ
）

1
.3

1
.2

4
.2

4
.2

4
.2

4
.2

※
総

費
用

は
、

総
事

業
費

に
5

0
ヵ

年
の

維
持

管
理

費
を

加
え

、
社

会
的

割
引

率
（

4
％

）
を

用
い

現
在

価
値

化
し

た
値

。
※

維
持

管
理

費
は

、
実

績
等

を
基

に
設

定
し

た
。

※
総

便
益

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
年

便
益

総
和

に
、

社
会

的
割

引
率

（
4

%
）

を
用

い
現

在
価

値
化

し
た

も
の

に
残

存
価

値
を

加
え

た
値

。

【
参

考
】

費
用

便
益

総
括

表
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前
回

評
価

今
回

評
価

備
考

（
H

2
5

再
評

価
）

（
H

2
7

再
評

価
）

事
業

緒
元

及
び

事
業

期
間

【
水

環
境

】
【

水
環

境
】

①
-
1

 中
海

浄
化

事
業

[整
備

中
]

（
浅

場
整

備
、

覆
砂

）

①
-
2

宍
道

湖
浄

化
事

業
[整

備
中

]
（

浅
場

整
備

）

①
-
1

 中
海

浄
化

事
業

[整
備

中
]

（
浅

場
整

備
、

覆
砂

）

①
-
2

宍
道

湖
浄

化
事

業
[整

備
中

]
（

浅
場

整
備

）

【
水

辺
整

備
】

③
夕

日
ヶ

丘
箇

所
水

辺
整

備
[計

画
]

（
護

岸
、

河
川

管
理

用
通

路
、

階
段

）

総
事

業
費

（
百

万
円

）
1

5
,6

4
3

1
5

,8
5

6
・

夕
日

ヶ
丘

箇
所

水
辺

整
備

の
追

加
（

2
1

3
百

万
円

増
）

総
費

用
(C

)
（

百
万

円
）

1
7

,8
9

1
1

9
,7

5
6

総
便

益
(B

)
（

百
万

円
）

2
2

,3
2

6
2

4
,8

2
9

費
用

便
益

比
(B

/
C

)
1

.2
1

.3

【
参

考
】

前
回

評
価

時
と

の
比

較
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・
参

考
と

し
て

、
残

事
業

費
、

残
工

期
、

便
益

を
個

別
に

±
１

０
％

変
動

さ
せ

て
、

費
用

便
益

比
（
B

/
C

）
を

算
定

し
、

感
度

分
析

を
行

っ
た

。

＜
B

/
C

算
定

ケ
ー

ス
（
感

度
分

析
６

ケ
ー

ス
）
＞

基
本

残
事

業
費

残
工

期
便

益

＋
10

％
－

10
％

＋
10

％
－

10
％

＋
10

％
－

10
％

全
体

事
業

費
用

便
益

比
(B

/C
)

1.
3

1.
2

1.
3

1.
3

1.
3

1.
4

1.
1

残
事

業
費

用

便
益

比
(B

/C
)

4.
2

3.
8

4.
6

4.
2

4.
2

4.
6

3.
7

【
参

考
】

感
度

分
析

（
再

評
価

）
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斐伊川総合水系環境整備事業 

 
 

〔費用便益比（B/C）算定等資料〕 
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斐伊川総合水系環境整備事業 

（水系全体） 
 

〔費用便益比（B/C）算定等資料〕 
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（様式-1） 

【概要】 

水系・河川名 斐伊川水系 

事業名 斐伊川総合水系環境整備事業 

事業主体 出雲河川事務所 

関係自治体 鳥取県米子市、境港市、島根県松江市、出雲市、安来市 

事業期間 2004 年度～2024 年度（平成 16 年度～平成 36 年度） 

基準（評価年度） 2015 年度（平成 27 年度） 

 

【費用】 

 建設費 維持管理費 合計 

単純合計（実質価格） 15,856 百万円 277 百万円 16,133 百万円 

基準年における現在 

価値合計（Ｃ） 
19,628 百万円 128 百万円 19,756 百万円 

 

【便益】 

 便益 

供用年度 平成 32 年度 

供用年度の単年度便

益（実質価格） 
923 百万円 

残存価値 2 百万円 

基準年における現在

価値合計（Ｂ） 
24,829 百万円 

 

【費用便益分析結果】 

費用便益比（ＣＢＲ） 1.3 

純現在価値（ＮＰＶ） 5,073 百万円 

経済的内部収益率 
（ＥＩＲＲ） 5.3％ 
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（様式-2） 

水系全体 全事業 

（単位：百万円） 

ｔ 平 成 便益 実質価格 現在価値 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値

-11 H16 1.060 1.539 1,220.0 1,293.2 1,990.2 0.3 0.3 0.5 1,220.3 1,293.5 1,990.7

-10 H17 1.055 1.480 68.5 68.5 101.4 101.4 1,264.0 1,333.5 1,973.6 0.5 0.5 0.8 1,264.5 1,334.0 1,974.4

-9 H18 1.044 1.423 139.6 139.6 198.7 198.7 1,353.6 1,413.2 2,010.9 0.9 0.9 1.3 1,354.5 1,414.1 2,012.3

-8 H19 1.027 1.369 215.6 215.6 295.2 295.2 1,010.0 1,037.3 1,420.0 1.1 1.1 1.5 1,011.1 1,038.4 1,421.6

-7 H20 0.997 1.316 272.4 272.4 358.5 358.5 1,337.9 1,333.9 1,755.4 1.3 1.3 1.7 1,339.2 1,335.2 1,757.1

-6 H21 1.029 1.265 347.5 347.5 439.6 439.6 1,416.6 1,457.7 1,844.0 1.4 1.4 1.8 1,418.0 1,459.1 1,845.8

-5 H22 1.028 1.217 427.1 427.1 519.8 519.8 1,223.0 1,257.2 1,530.1 1.8 1.9 2.3 1,224.8 1,259.1 1,532.3

-4 H23 1.008 1.170 495.8 495.8 580.1 580.1 981.9 989.8 1,158.0 2.0 2.0 2.4 983.9 991.8 1,160.4

-3 H24 1.020 1.125 551.0 551.0 619.9 619.9 774.7 790.2 889.0 2.1 2.1 2.4 776.8 792.3 891.4

-2 H25 1.000 1.082 594.5 594.5 643.2 643.2 697.3 697.3 754.5 2.3 2.3 2.5 699.6 699.6 757.0

-1 H26 1.000 1.040 633.7 633.7 659.0 659.0 688.2 688.2 715.7 2.7 2.7 2.8 690.9 690.9 718.5

0 H27 1.000 1.000 672.4 672.4 672.4 672.4 587.7 587.7 587.7 3.5 3.5 3.5 591.2 591.2 591.2

1 H28 1.000 0.962 705.4 705.4 678.6 678.6 790.3 790.3 760.3 4.3 4.3 4.1 794.6 794.6 764.4

2 H29 1.000 0.925 748.8 748.8 692.6 692.6 979.5 979.5 906.0 4.6 4.6 4.3 984.1 984.1 910.2

3 H30 1.000 0.889 798.2 798.2 709.6 709.6 791.8 791.8 703.9 4.6 4.6 4.1 796.4 796.4 708.0

4 H31 1.000 0.855 838.4 838.4 716.8 716.8 715.4 715.4 611.7 4.6 4.6 3.9 720.0 720.0 615.6

5 H32 1.000 0.822 922.6 922.6 758.4 758.4 4.8 4.8 3.9 4.8 4.8 3.9

6 H33 1.000 0.790 922.6 922.6 728.9 728.9 4.3 4.3 3.4 4.8 4.8 3.8 9.1 9.1 7.2

7 H34 1.000 0.760 922.6 922.6 701.2 701.2 4.8 4.8 3.6 4.8 4.8 3.6

8 H35 1.000 0.731 922.6 922.6 674.4 674.4 4.8 4.8 3.5 4.8 4.8 3.5

9 H36 1.000 0.703 922.6 922.6 648.6 648.6 20.0 20.0 14.1 4.8 4.8 3.4 24.8 24.8 17.4

10 H37 1.000 0.676 922.6 922.6 623.7 623.7 4.8 4.8 3.2 4.8 4.8 3.2

11 H38 1.000 0.650 922.6 922.6 599.7 599.7 4.8 4.8 3.1 4.8 4.8 3.1

12 H39 1.000 0.625 922.6 922.6 576.6 576.6 4.8 4.8 3.0 4.8 4.8 3.0

13 H40 1.000 0.601 922.6 922.6 554.5 554.5 4.8 4.8 2.9 4.8 4.8 2.9

14 H41 1.000 0.577 922.6 922.6 532.3 532.3 4.8 4.8 2.8 4.8 4.8 2.8

15 H42 1.000 0.555 922.6 922.6 512.1 512.1 4.8 4.8 2.7 4.8 4.8 2.7

16 H43 1.000 0.534 922.6 922.6 492.7 492.7 4.8 4.8 2.6 4.8 4.8 2.6

17 H44 1.000 0.513 922.6 922.6 473.3 473.3 4.8 4.8 2.5 4.8 4.8 2.5

18 H45 1.000 0.494 922.6 922.6 455.8 455.8 4.8 4.8 2.4 4.8 4.8 2.4

19 H46 1.000 0.475 922.6 922.6 438.2 438.2 4.8 4.8 2.3 4.8 4.8 2.3

20 H47 1.000 0.456 922.6 922.6 420.7 420.7 4.8 4.8 2.2 4.8 4.8 2.2

21 H48 1.000 0.439 922.6 922.6 405.0 405.0 4.8 4.8 2.1 4.8 4.8 2.1

22 H49 1.000 0.422 922.6 922.6 389.3 389.3 4.8 4.8 2.0 4.8 4.8 2.0

23 H50 1.000 0.406 922.6 922.6 374.6 374.6 4.8 4.8 1.9 4.8 4.8 1.9

24 H51 1.000 0.390 922.6 922.6 359.8 359.8 4.8 4.8 1.9 4.8 4.8 1.9

25 H52 1.000 0.375 922.6 922.6 346.0 346.0 4.8 4.8 1.8 4.8 4.8 1.8

26 H53 1.000 0.361 922.6 922.6 333.1 333.1 4.8 4.8 1.7 4.8 4.8 1.7

27 H54 1.000 0.347 922.6 922.6 320.1 320.1 4.8 4.8 1.7 4.8 4.8 1.7

28 H55 1.000 0.333 922.6 922.6 307.2 307.2 4.8 4.8 1.6 4.8 4.8 1.6

29 H56 1.000 0.321 922.6 922.6 296.2 296.2 4.8 4.8 1.5 4.8 4.8 1.5

30 H57 1.000 0.308 922.6 922.6 284.2 284.2 4.8 4.8 1.5 4.8 4.8 1.5

31 H58 1.000 0.296 922.6 922.6 273.1 273.1 4.8 4.8 1.4 4.8 4.8 1.4

32 H59 1.000 0.285 922.6 922.6 262.9 262.9 4.8 4.8 1.4 4.8 4.8 1.4

33 H60 1.000 0.274 922.6 922.6 252.8 252.8 4.8 4.8 1.3 4.8 4.8 1.3

34 H61 1.000 0.264 922.6 922.6 243.6 243.6 4.8 4.8 1.3 4.8 4.8 1.3

35 H62 1.000 0.253 922.6 922.6 233.4 233.4 4.8 4.8 1.2 4.8 4.8 1.2

36 H63 1.000 0.244 922.6 922.6 225.1 225.1 4.8 4.8 1.2 4.8 4.8 1.2

37 H64 1.000 0.234 922.6 922.6 215.9 215.9 4.8 4.8 1.1 4.8 4.8 1.1

38 H65 1.000 0.225 922.6 922.6 207.6 207.6 4.8 4.8 1.1 4.8 4.8 1.1

39 H66 1.000 0.217 922.6 922.6 200.2 200.2 4.8 4.8 1.0 4.8 4.8 1.0

40 H67 1.000 0.208 922.6 922.6 191.9 191.9 4.8 4.8 1.0 4.8 4.8 1.0

41 H68 1.000 0.200 922.6 922.6 184.5 184.5 4.8 4.8 1.0 4.8 4.8 1.0

42 H69 1.000 0.193 922.6 922.6 178.1 178.1 4.8 4.8 0.9 4.8 4.8 0.9

43 H70 1.000 0.185 922.6 922.6 170.7 170.7 4.8 4.8 0.9 4.8 4.8 0.9

44 H71 1.000 0.178 922.6 922.6 164.2 164.2 4.8 4.8 0.9 4.8 4.8 0.9

45 H72 1.000 0.171 922.6 922.6 157.8 157.8 4.8 4.8 0.8 4.8 4.8 0.8

46 H73 1.000 0.165 922.6 922.6 152.2 152.2 4.8 4.8 0.8 4.8 4.8 0.8

47 H74 1.000 0.158 922.6 922.6 145.8 145.8 4.8 4.8 0.8 4.8 4.8 0.8

48 H75 1.000 0.152 922.6 922.6 140.2 140.2 4.8 4.8 0.7 4.8 4.8 0.7

49 H76 1.000 0.146 922.6 922.6 134.7 134.7 4.8 4.8 0.7 4.8 4.8 0.7

50 H77 1.000 0.141 922.6 922.6 130.1 130.1 4.8 4.8 0.7 4.8 4.8 0.7

51 H78 1.000 0.135 922.6 922.6 124.6 124.6 4.8 4.8 0.6 4.8 4.8 0.6

52 H79 1.000 0.130 922.6 922.6 119.9 119.9 4.8 4.8 0.6 4.8 4.8 0.6

53 H80 1.000 0.125 922.6 922.6 115.3 115.3 4.8 4.8 0.6 4.8 4.8 0.6

54 H81 1.000 0.120 922.6 922.6 110.7 14.7 1.8 112.5 4.8 4.8 0.6 4.8 4.8 0.6

53,640 53,640 24,827 2 24,829 15,856 16,180 19,628 277 278 128 16,133 16,458 19,756

B 248.29

C 197.56

B/C 1.3

B-C 50.73

5.3%

計③＋④
年度

ﾃﾞ ﾌﾚｰﾀ 割 引 率

便益：B 費用：C

合計

残存価値②
 計①+②

建設費③ 維持管理費④便益①

整
備
期
間

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間

（
5
0
年

）

純現在価値（億円）

経済的内部収益率

費用便益比

総便益（億円）

総費用（億円）

費用便益比
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（様式-2） 

水系全体 残事業 

（単位：百万円） 

ｔ 平 成 便益 実質価格 現在価値 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値

-11 H16 1.060 1.539

-10 H17 1.055 1.480

-9 H18 1.044 1.423

-8 H19 1.027 1.369

-7 H20 0.997 1.316

-6 H21 1.029 1.265

-5 H22 1.028 1.217

-4 H23 1.008 1.170

-3 H24 1.020 1.125

-2 H25 1.000 1.082

-1 H26 1.000 1.040

0 H27 1.000 1.000

1 H28 1.000 0.962 790.3 790.3 760.3 1.0 1.0 1.0 791.3 791.3 761.2

2 H29 1.000 0.925 150.4 150.4 139.1 139.1 979.5 979.5 906.0 1.3 1.3 1.2 980.8 980.8 907.2

3 H30 1.000 0.889 321.9 321.9 286.2 286.2 791.8 791.8 703.9 1.3 1.3 1.2 793.1 793.1 705.1

4 H31 1.000 0.855 461.1 461.1 394.2 394.2 715.4 715.4 611.7 1.3 1.3 1.1 716.7 716.7 612.8

5 H32 1.000 0.822 642.5 642.5 528.2 528.2 1.5 1.5 1.2 1.5 1.5 1.2

6 H33 1.000 0.790 642.5 642.5 507.6 507.6 4.3 4.3 3.4 1.5 1.5 1.2 5.8 5.8 4.6

7 H34 1.000 0.760 642.5 642.5 488.3 488.3 1.5 1.5 1.1 1.5 1.5 1.1

8 H35 1.000 0.731 642.5 642.5 469.7 469.7 1.5 1.5 1.1 1.5 1.5 1.1

9 H36 1.000 0.703 642.5 642.5 451.7 451.7 20.0 20.0 14.1 1.5 1.5 1.0 21.5 21.5 15.1

10 H37 1.000 0.676 642.5 642.5 434.3 434.3 1.5 1.5 1.0 1.5 1.5 1.0

11 H38 1.000 0.650 642.5 642.5 417.6 417.6 1.5 1.5 1.0 1.5 1.5 1.0

12 H39 1.000 0.625 642.5 642.5 401.6 401.6 1.5 1.5 0.9 1.5 1.5 0.9

13 H40 1.000 0.601 642.5 642.5 386.2 386.2 1.5 1.5 0.9 1.5 1.5 0.9

14 H41 1.000 0.577 642.5 642.5 370.7 370.7 1.5 1.5 0.9 1.5 1.5 0.9

15 H42 1.000 0.555 642.5 642.5 356.6 356.6 1.5 1.5 0.8 1.5 1.5 0.8

16 H43 1.000 0.534 642.5 642.5 343.1 343.1 1.5 1.5 0.8 1.5 1.5 0.8

17 H44 1.000 0.513 642.5 642.5 329.6 329.6 1.5 1.5 0.8 1.5 1.5 0.8

18 H45 1.000 0.494 642.5 642.5 317.4 317.4 1.5 1.5 0.7 1.5 1.5 0.7

19 H46 1.000 0.475 642.5 642.5 305.2 305.2 1.5 1.5 0.7 1.5 1.5 0.7

20 H47 1.000 0.456 642.5 642.5 293.0 293.0 1.5 1.5 0.7 1.5 1.5 0.7

21 H48 1.000 0.439 642.5 642.5 282.1 282.1 1.5 1.5 0.7 1.5 1.5 0.7

22 H49 1.000 0.422 642.5 642.5 271.1 271.1 1.5 1.5 0.6 1.5 1.5 0.6

23 H50 1.000 0.406 642.5 642.5 260.9 260.9 1.5 1.5 0.6 1.5 1.5 0.6

24 H51 1.000 0.390 642.5 642.5 250.6 250.6 1.5 1.5 0.6 1.5 1.5 0.6

25 H52 1.000 0.375 642.5 642.5 240.9 240.9 1.5 1.5 0.6 1.5 1.5 0.6

26 H53 1.000 0.361 642.5 642.5 232.0 232.0 1.5 1.5 0.5 1.5 1.5 0.5

27 H54 1.000 0.347 642.5 642.5 223.0 223.0 1.5 1.5 0.5 1.5 1.5 0.5

28 H55 1.000 0.333 642.5 642.5 214.0 214.0 1.5 1.5 0.5 1.5 1.5 0.5

29 H56 1.000 0.321 642.5 642.5 206.3 206.3 1.5 1.5 0.5 1.5 1.5 0.5

30 H57 1.000 0.308 642.5 642.5 197.9 197.9 1.5 1.5 0.5 1.5 1.5 0.5

31 H58 1.000 0.296 642.5 642.5 190.2 190.2 1.5 1.5 0.4 1.5 1.5 0.4

32 H59 1.000 0.285 642.5 642.5 183.1 183.1 1.5 1.5 0.4 1.5 1.5 0.4

33 H60 1.000 0.274 642.5 642.5 176.1 176.1 1.5 1.5 0.4 1.5 1.5 0.4

34 H61 1.000 0.264 642.5 642.5 169.6 169.6 1.5 1.5 0.4 1.5 1.5 0.4

35 H62 1.000 0.253 642.5 642.5 162.6 162.6 1.5 1.5 0.4 1.5 1.5 0.4

36 H63 1.000 0.244 642.5 642.5 156.8 156.8 1.5 1.5 0.4 1.5 1.5 0.4

37 H64 1.000 0.234 642.5 642.5 150.4 150.4 1.5 1.5 0.3 1.5 1.5 0.3

38 H65 1.000 0.225 642.5 642.5 144.6 144.6 1.5 1.5 0.3 1.5 1.5 0.3

39 H66 1.000 0.217 642.5 642.5 139.4 139.4 1.5 1.5 0.3 1.5 1.5 0.3

40 H67 1.000 0.208 642.5 642.5 133.6 133.6 1.5 1.5 0.3 1.5 1.5 0.3

41 H68 1.000 0.200 642.5 642.5 128.5 128.5 1.5 1.5 0.3 1.5 1.5 0.3

42 H69 1.000 0.193 642.5 642.5 124.0 124.0 1.5 1.5 0.3 1.5 1.5 0.3

43 H70 1.000 0.185 642.5 642.5 118.9 118.9 1.5 1.5 0.3 1.5 1.5 0.3

44 H71 1.000 0.178 642.5 642.5 114.4 114.4 1.5 1.5 0.3 1.5 1.5 0.3

45 H72 1.000 0.171 642.5 642.5 109.9 109.9 1.5 1.5 0.3 1.5 1.5 0.3

46 H73 1.000 0.165 642.5 642.5 106.0 106.0 1.5 1.5 0.2 1.5 1.5 0.2

47 H74 1.000 0.158 642.5 642.5 101.5 101.5 1.5 1.5 0.2 1.5 1.5 0.2

48 H75 1.000 0.152 642.5 642.5 97.7 97.7 1.5 1.5 0.2 1.5 1.5 0.2

49 H76 1.000 0.146 642.5 642.5 93.8 93.8 1.5 1.5 0.2 1.5 1.5 0.2

50 H77 1.000 0.141 642.5 642.5 90.6 90.6 1.5 1.5 0.2 1.5 1.5 0.2

51 H78 1.000 0.135 642.5 642.5 86.7 86.7 1.5 1.5 0.2 1.5 1.5 0.2

52 H79 1.000 0.130 642.5 642.5 83.5 83.5 1.5 1.5 0.2 1.5 1.5 0.2

53 H80 1.000 0.125 642.5 642.5 80.3 80.3 1.5 1.5 0.2 1.5 1.5 0.2

54 H81 1.000 0.120 642.5 642.5 77.1 14.7 1.8 78.9 1.5 1.5 0.2 1.5 1.5 0.2

33,060 33,060 12,618 2 12,620 3,301 3,301 2,999 79 79 32 3,380 3,380 3,031

B 126.20

C 30.31

B/C 4.2

B-C 95.89

19.2%経済的内部収益率

合計

費用便益比

総便益（億円）

総費用（億円）

費用便益比

純現在価値（億円）

 計①+②
建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

整
備
期
間

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間

（
5
0
年

）

年度
ﾃﾞ ﾌﾚｰﾀ 割 引 率

便益：B 費用：C

便益① 残存価値②
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（様式-3） 

【算出説明書】 

事業概要 

事業目的 

《中海・宍道湖浄化事業》 

過去からの湖岸の埋め立てやコンクリート護岸化により、自然の湖岸が持つ自浄機

能の低下、生物生息域である浅場の減少等の湖岸が持つ本来の機能が低下している。

また、中海・宍道湖の近年の水質は経年的に横ばいで、汚濁指標である COD などは環

境基準を達成していない。 

そこで、沿岸域における自然浄化機能の回復を行うために浅場整備を行う。また、

湖底の汚濁底泥からの栄養塩溶出を削減し、生物の生息環境を改善するために覆砂を

行う。 

 
《夕日ヶ丘箇所水辺整備》 

境港市夕日ヶ丘地区周辺には、公園やスポーツ広場などのスポーツ・レクリエーシ
ョン施設が多く、また中海ではボートやカヌーなどの水上スポーツも楽しむことがで
きるが、水際に老朽化した直立護岸があるため、水辺に近づきにくくなっている、こ
のため、周辺の公園等と一体となった水辺の利用ができるような護岸、散策道を整備
する。 

事業内容 

(事業箇所図) 

①-1 中海浄化事業  H16～(実施中) 浅場整備、覆砂 

①-2 宍道湖浄化事業 H16～(実施中) 浅場整備 

②夕日ヶ箇所水辺整備［計画］  護岸、河川管理用通路、階段 

 

※この背景地図等データは、国土地理院の電子国土Webシステムから配信されたものである。

米子湾エリア

東岸エリア

南岸エリア

西岸エリア

南岸エリア

北岸エリア

①-2宍道湖浄化事業

①-1中海浄化事業

②夕日ヶ丘箇所水辺整備

 
 

凡 例

赤：実施中

緑：計画中
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（様式-4） 

【算出説明書】 

費用便益比の算定根拠 

便
益 

評価手法 水環境整備（中海・宍道湖浄化事業） 

： CVM（平成 24 年 2 月にアンケート実施）

水辺整備（夕日ヶ丘箇所水辺整備）：TCM（平成 27 年 8 月にアンケート実施） 

便益計測期間 H31～H82（単独事業の効果発現時から全事業完了後 50 年） 

総便益 ○年便益額＝ 923 百万円 

○残存価値＝  2 百万円 

総便益 B=Σ単年度便益額/(1＋0.04)ｎ+残存価値=24,829 百万円 

評価範囲 
（評価対象範囲図） 

<中海・宍道湖浄化事業> 

○便益範囲：プレテスト結果（H21 度実施）より、事業の認知度が高く事業の

必要性を強く感じている事業箇所から半径 20km 圏をアンケート

調査範囲に設定する。 

○世帯数：212,034 世帯 

○配布・回収方法：郵送 

○アンケート票数：配布数 2,000 票、回収数 732 票（回収率 36.6％） 

有効回答数 全体事業：543 票（有効回答率 74.2％） 

               残事業 ：564 票（有効回答率 77.0％） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【水環境】中海・宍道湖浄化事業 CVM調査範囲

20km

流域界

斐伊川

○対象市町村（再評価：水環境整備事業）再評価：水環境整備事業）
松江市(旧松江市、旧鹿島町、旧島根町、旧美保関町、旧
八束町、旧東出雲町、旧八雲村、旧玉湯町、旧宍道町)、
出雲市(旧出雲市、旧大社町、旧平田市、旧斐川町)、安来
市(旧安来市、旧伯太町、旧広瀬町)、雲南市(旧加茂町、
旧大東町、旧木次町、旧三刀屋町)、米子市(旧米子市)、
境港市
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（様式-4） 

【算出説明書】 

費用便益比の算定根拠 

便
益 

評価範囲 
（評価対象範囲図） 

<夕日ヶ丘箇所水辺整備> 

○便益集計範囲：プレテスト結果（H27 度実施）より、利用頻度が高く、整備

の必要性に高い意識の見られる人の居住地域である事業箇

所から半径 5km 圏内をアンケート調査範囲に設定する。 

○世帯数：14,820 世帯 

○配布・回収方法：郵送 

○アンケート票数：配布数 2,000 票、回収数 784 票（回収率 39.2％） 

          有効回答数 396 票（有効回答率 50.5％） 

 

 

5km

20km

境港市

旧美保関町
旧島根町

旧鹿島町

松江市
旧八束町

米子市

日吉津村

旧東出雲町

安来市

旧広瀬町 旧伯太町

旧八雲村

旧淀江町宍道湖
中海

大橋川

斐伊川

プレテスト対象市町村本アンケート対象市町村

凡 例

旧市町村界

プレテスト範囲

本アンケート範囲

便益算定範囲

 
 

費
用 

建設費 19,628 百万円 

維持管理費 128 百万円 

総費用 19,756 百万円 

費用便益比（B/C） 1.3 

その他留意点等  
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（様式-5） 

 

 

河川環境整備事業

事業名

                     

評価年度 H27

区分 費目 工種 単位 数量
金額

（百万円）
備考

工事費（水環境） 式 1 9,351

本工事費 式 1 9,351

浅場整備・覆砂 km 22 9,351

間接経費等（水環境） 式 1 6,292

事業費（水環境） 式 1 15,643

工事費（水辺整備） 式 1 147

本工事費 式 1 147

護岸 m 280 120

河川管理用通路 m 280 4

階段 箇所 3 8

基盤整備 式 1 14 境港市整備分

間接経費等（水辺整備） 式 1 67

事業費（水辺整備） 式 1 213

事業費　計 式 1 15,856

維持管理費（水環境） 式 1 268

維持管理費（水辺整備） 式 1 9

維持管理費　計 式 1 277

事業費の内訳書

斐伊川総合水系環境整備事業 （全体事業費）

再評価
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（様式-5） 

 

 

河川環境整備事業

事業名

                     

評価年度 H27

区分 費目 工種 単位 数量
金額

（百万円）
備考

工事費（水環境） 式 1 2,027

本工事費 式 1 2,027

浅場整備・覆砂 km 8 2,027

間接経費等（水環境） 式 1 1,061

事業費（水環境） 式 1 3,088

工事費（水辺整備） 式 1 147

本工事費 式 1 147

護岸 m 280 120

河川管理用通路 m 280 4

階段 箇所 3 8

基盤整備 式 1 14 境港市整備分

間接経費等（水辺整備） 式 1 67

事業費（水辺整備） 式 1 213

事業費　計 式 1 3,301

維持管理費（水環境） 式 1 70

維持管理費（水辺整備） 式 1 9

維持管理費　計 式 1 79

事業費の内訳書

斐伊川総合水系環境整備事業 （残事業費）

再評価
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（再評価） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

斐伊川総合水系環境整備事業 
（水環境整備） 

 

〔費用便益比（B/C）算定等資料〕 
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CVM 調査結果（水環境整備 中海・宍道湖浄化事業） 

 

【事業全体】 

 

(1) アンケート集計数 
配布数 回収数 回収率 有効回答数 有効回答率 抵抗回答 無効回答 

2,000 732 36.6% 543 74.2% 86 103 

 

(2) WTP 算定結果 
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実測値 推定曲線

WTP平均値
345円/月/世帯
※最大提示額で裾切り

 
 

(3) 便益・費用算定結果 

 

年便益(百万円) B(百万円) C(百万円) 

878 24,004 19,559 

 

◇B は残存価値を加算した。 

◇年便益＝WTP×12 ヶ月×受益世帯数 

    ＝345 円／月／世帯×12 ヶ月×212,034 世帯＝878 百万円 
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【残事業】 

 

(1) アンケート集計数 
配布数 回収数 回収率 有効回答数 有効回答率 抵抗回答 無効回答 

2,000 732 36.6% 564 77.0% 90 78 

 

(2) WTP 算定結果 
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※最大提示額で裾切り

 
 

(3) 便益・費用算定結果 

 

年便益(百万円) B(百万円) C(百万円) 

598 11,795 2,834 

 

◇B は残存価値を加算した。 

◇年便益＝WTP×12 ヶ月×受益世帯数 

    ＝235 円／月／世帯×12 ヶ月×212,034 世帯＝598 百万円 

  ※残事業の支払意思額は、今回評価時の残事業費／前回評価時の残事業費の比率を乗じて算出した。 
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（様式-1） 

【概要】 

水系・河川名 斐伊川水系 

事業名 斐伊川総合水系環境整備事業 

事業主体 出雲河川事務所 

関係自治体 鳥取県米子市、境港市、島根県松江市、出雲市、安来市 

事業期間 2004 年度～2024 年度（平成 16 年度～平成 36 年度） 

基準（評価年度） 2015 年度（平成 27 年度） 

 

【費用】 

 建設費 維持管理費 合計 

単純合計（実質価格） 15,643 百万円 268 百万円 15,911 百万円 

基準年における現在 

価値合計（Ｃ） 
19,435 百万円 124 百万円 19,559 百万円 

 

【便益】 

 便益 

供用年度 平成 32 年度 

供用年度の単年度便

益（実質価格） 
879 百万円 

残存価値 0 百万円 

基準年における現在

価値合計（Ｂ） 
24,004 百万円 

 

【費用便益分析結果】 

費用便益比（ＣＢＲ） 1.2 

純現在価値（ＮＰＶ） 4,445 百万円 

経済的内部収益率 
（ＥＩＲＲ） 5.2％ 
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（様式-2） 

水環境整備 全事業 

（単位：百万円） 

ｔ 平 成 便益 実質価格 現在価値 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値

-11 H16 1.060 1.539 1,220.0 1,293.2 1,990.2 0.3 0.3 0.5 1,220.3 1,293.5 1,990.7

-10 H17 1.055 1.480 68.5 68.5 101.4 101.4 1,264.0 1,333.5 1,973.6 0.5 0.5 0.8 1,264.5 1,334.0 1,974.4

-9 H18 1.044 1.423 139.6 139.6 198.7 198.7 1,353.6 1,413.2 2,010.9 0.9 0.9 1.3 1,354.5 1,414.1 2,012.3

-8 H19 1.027 1.369 215.6 215.6 295.2 295.2 1,010.0 1,037.3 1,420.0 1.1 1.1 1.5 1,011.1 1,038.4 1,421.6

-7 H20 0.997 1.316 272.4 272.4 358.5 358.5 1,337.9 1,333.9 1,755.4 1.3 1.3 1.7 1,339.2 1,335.2 1,757.1

-6 H21 1.029 1.265 347.5 347.5 439.6 439.6 1,416.6 1,457.7 1,844.0 1.4 1.4 1.8 1,418.0 1,459.1 1,845.8

-5 H22 1.028 1.217 427.1 427.1 519.8 519.8 1,223.0 1,257.2 1,530.1 1.8 1.9 2.3 1,224.8 1,259.1 1,532.3

-4 H23 1.008 1.170 495.8 495.8 580.1 580.1 981.9 989.8 1,158.0 2.0 2.0 2.4 983.9 991.8 1,160.4

-3 H24 1.020 1.125 551.0 551.0 619.9 619.9 774.7 790.2 889.0 2.1 2.1 2.4 776.8 792.3 891.4

-2 H25 1.000 1.082 594.5 594.5 643.2 643.2 697.3 697.3 754.5 2.3 2.3 2.5 699.6 699.6 757.0

-1 H26 1.000 1.040 633.7 633.7 659.0 659.0 688.2 688.2 715.7 2.7 2.7 2.8 690.9 690.9 718.5

0 H27 1.000 1.000 672.4 672.4 672.4 672.4 587.7 587.7 587.7 3.5 3.5 3.5 591.2 591.2 591.2

1 H28 1.000 0.962 705.4 705.4 678.6 678.6 772.1 772.1 742.8 4.3 4.3 4.1 776.4 776.4 746.9

2 H29 1.000 0.925 748.8 748.8 692.6 692.6 880.1 880.1 814.1 4.6 4.6 4.3 884.7 884.7 818.3

3 H30 1.000 0.889 798.2 798.2 709.6 709.6 714.6 714.6 635.3 4.6 4.6 4.1 719.2 719.2 639.4

4 H31 1.000 0.855 838.4 838.4 716.8 716.8 701.4 701.4 599.7 4.6 4.6 3.9 706.0 706.0 603.6

5 H32 1.000 0.822 877.8 877.8 721.6 721.6 4.6 4.6 3.8 4.6 4.6 3.8

6 H33 1.000 0.790 877.8 877.8 693.5 693.5 4.6 4.6 3.6 4.6 4.6 3.6

7 H34 1.000 0.760 877.8 877.8 667.1 667.1 4.6 4.6 3.5 4.6 4.6 3.5

8 H35 1.000 0.731 877.8 877.8 641.7 641.7 4.6 4.6 3.4 4.6 4.6 3.4

9 H36 1.000 0.703 877.8 877.8 617.1 617.1 20.0 20.0 14.1 4.6 4.6 3.2 24.6 24.6 17.3

10 H37 1.000 0.676 877.8 877.8 593.4 593.4 4.6 4.6 3.1 4.6 4.6 3.1

11 H38 1.000 0.650 877.8 877.8 570.6 570.6 4.6 4.6 3.0 4.6 4.6 3.0

12 H39 1.000 0.625 877.8 877.8 548.6 548.6 4.6 4.6 2.9 4.6 4.6 2.9

13 H40 1.000 0.601 877.8 877.8 527.6 527.6 4.6 4.6 2.8 4.6 4.6 2.8

14 H41 1.000 0.577 877.8 877.8 506.5 506.5 4.6 4.6 2.7 4.6 4.6 2.7

15 H42 1.000 0.555 877.8 877.8 487.2 487.2 4.6 4.6 2.6 4.6 4.6 2.6

16 H43 1.000 0.534 877.8 877.8 468.7 468.7 4.6 4.6 2.5 4.6 4.6 2.5

17 H44 1.000 0.513 877.8 877.8 450.3 450.3 4.6 4.6 2.4 4.6 4.6 2.4

18 H45 1.000 0.494 877.8 877.8 433.6 433.6 4.6 4.6 2.3 4.6 4.6 2.3

19 H46 1.000 0.475 877.8 877.8 417.0 417.0 4.6 4.6 2.2 4.6 4.6 2.2

20 H47 1.000 0.456 877.8 877.8 400.3 400.3 4.6 4.6 2.1 4.6 4.6 2.1

21 H48 1.000 0.439 877.8 877.8 385.4 385.4 4.6 4.6 2.0 4.6 4.6 2.0

22 H49 1.000 0.422 877.8 877.8 370.4 370.4 4.6 4.6 1.9 4.6 4.6 1.9

23 H50 1.000 0.406 877.8 877.8 356.4 356.4 4.6 4.6 1.9 4.6 4.6 1.9

24 H51 1.000 0.390 877.8 877.8 342.3 342.3 4.6 4.6 1.8 4.6 4.6 1.8

25 H52 1.000 0.375 877.8 877.8 329.2 329.2 4.6 4.6 1.7 4.6 4.6 1.7

26 H53 1.000 0.361 877.8 877.8 316.9 316.9 4.6 4.6 1.7 4.6 4.6 1.7

27 H54 1.000 0.347 877.8 877.8 304.6 304.6 4.6 4.6 1.6 4.6 4.6 1.6

28 H55 1.000 0.333 877.8 877.8 292.3 292.3 4.6 4.6 1.5 4.6 4.6 1.5

29 H56 1.000 0.321 877.8 877.8 281.8 281.8 4.6 4.6 1.5 4.6 4.6 1.5

30 H57 1.000 0.308 877.8 877.8 270.4 270.4 4.6 4.6 1.4 4.6 4.6 1.4

31 H58 1.000 0.296 877.8 877.8 259.8 259.8 4.6 4.6 1.4 4.6 4.6 1.4

32 H59 1.000 0.285 877.8 877.8 250.2 250.2 4.6 4.6 1.3 4.6 4.6 1.3

33 H60 1.000 0.274 877.8 877.8 240.5 240.5 4.6 4.6 1.3 4.6 4.6 1.3

34 H61 1.000 0.264 877.8 877.8 231.7 231.7 4.6 4.6 1.2 4.6 4.6 1.2

35 H62 1.000 0.253 877.8 877.8 222.1 222.1 4.6 4.6 1.2 4.6 4.6 1.2

36 H63 1.000 0.244 877.8 877.8 214.2 214.2 4.6 4.6 1.1 4.6 4.6 1.1

37 H64 1.000 0.234 877.8 877.8 205.4 205.4 4.6 4.6 1.1 4.6 4.6 1.1

38 H65 1.000 0.225 877.8 877.8 197.5 197.5 4.6 4.6 1.0 4.6 4.6 1.0

39 H66 1.000 0.217 877.8 877.8 190.5 190.5 4.6 4.6 1.0 4.6 4.6 1.0

40 H67 1.000 0.208 877.8 877.8 182.6 182.6 4.6 4.6 1.0 4.6 4.6 1.0

41 H68 1.000 0.200 877.8 877.8 175.6 175.6 4.6 4.6 0.9 4.6 4.6 0.9

42 H69 1.000 0.193 877.8 877.8 169.4 169.4 4.6 4.6 0.9 4.6 4.6 0.9

43 H70 1.000 0.185 877.8 877.8 162.4 162.4 4.6 4.6 0.9 4.6 4.6 0.9

44 H71 1.000 0.178 877.8 877.8 156.2 156.2 4.6 4.6 0.8 4.6 4.6 0.8

45 H72 1.000 0.171 877.8 877.8 150.1 150.1 4.6 4.6 0.8 4.6 4.6 0.8

46 H73 1.000 0.165 877.8 877.8 144.8 144.8 4.6 4.6 0.8 4.6 4.6 0.8

47 H74 1.000 0.158 877.8 877.8 138.7 138.7 4.6 4.6 0.7 4.6 4.6 0.7

48 H75 1.000 0.152 877.8 877.8 133.4 133.4 4.6 4.6 0.7 4.6 4.6 0.7

49 H76 1.000 0.146 877.8 877.8 128.2 128.2 4.6 4.6 0.7 4.6 4.6 0.7

50 H77 1.000 0.141 877.8 877.8 123.8 123.8 4.6 4.6 0.6 4.6 4.6 0.6

51 H78 1.000 0.135 877.8 877.8 118.5 118.5 4.6 4.6 0.6 4.6 4.6 0.6

52 H79 1.000 0.130 877.8 877.8 114.1 114.1 4.6 4.6 0.6 4.6 4.6 0.6

53 H80 1.000 0.125 877.8 877.8 109.7 109.7 4.6 4.6 0.6 4.6 4.6 0.6

54 H81 1.000 0.120 877.8 877.8 105.3 105.3 4.6 4.6 0.6 4.6 4.6 0.6

51,399 51,399 24,004 24,004 15,643 15,967 19,435 268 268 124 15,911 16,236 19,559

B 240.04

C 195.59

B/C 1.2

B-C 44.45

5.2%

年度
ﾃﾞ ﾌﾚｰﾀ

費用：C

便益①

純現在価値（億円）

経済的内部収益率

費用便益比

 計①+②
維持管理費④

合計

費用便益比

割 引 率

便益：B

総便益（億円）

総費用（億円）

計③＋④残存価値② 建設費③

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間

（
5
0
年

）

整
備
期
間

 

－ 48 －



（様式-2） 

水環境整備 残事業 

（単位：百万円） 

ｔ 平 成 便益 実質価格 現在価値 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値

-11 H16 1.060 1.539

-10 H17 1.055 1.480

-9 H18 1.044 1.423

-8 H19 1.027 1.369

-7 H20 0.997 1.316

-6 H21 1.029 1.265

-5 H22 1.028 1.217

-4 H23 1.008 1.170

-3 H24 1.020 1.125

-2 H25 1.000 1.082

-1 H26 1.000 1.040

0 H27 1.000 1.000

1 H28 1.000 0.962 772.1 772.1 742.8 1.0 1.0 1.0 773.1 773.1 743.7

2 H29 1.000 0.925 150.4 150.4 139.1 139.1 880.1 880.1 814.1 1.3 1.3 1.2 881.4 881.4 815.3

3 H30 1.000 0.889 321.9 321.9 286.2 286.2 714.6 714.6 635.3 1.3 1.3 1.2 715.9 715.9 636.4

4 H31 1.000 0.855 461.1 461.1 394.2 394.2 701.4 701.4 599.7 1.3 1.3 1.1 702.7 702.7 600.8

5 H32 1.000 0.822 597.7 597.7 491.3 491.3 1.3 1.3 1.1 1.3 1.3 1.1

6 H33 1.000 0.790 597.7 597.7 472.2 472.2 1.3 1.3 1.0 1.3 1.3 1.0

7 H34 1.000 0.760 597.7 597.7 454.3 454.3 1.3 1.3 1.0 1.3 1.3 1.0

8 H35 1.000 0.731 597.7 597.7 436.9 436.9 1.3 1.3 1.0 1.3 1.3 1.0

9 H36 1.000 0.703 597.7 597.7 420.2 420.2 20.0 20.0 14.1 1.3 1.3 0.9 21.3 21.3 15.0

10 H37 1.000 0.676 597.7 597.7 404.1 404.1 1.3 1.3 0.9 1.3 1.3 0.9

11 H38 1.000 0.650 597.7 597.7 388.5 388.5 1.3 1.3 0.8 1.3 1.3 0.8

12 H39 1.000 0.625 597.7 597.7 373.6 373.6 1.3 1.3 0.8 1.3 1.3 0.8

13 H40 1.000 0.601 597.7 597.7 359.2 359.2 1.3 1.3 0.8 1.3 1.3 0.8

14 H41 1.000 0.577 597.7 597.7 344.9 344.9 1.3 1.3 0.8 1.3 1.3 0.8

15 H42 1.000 0.555 597.7 597.7 331.7 331.7 1.3 1.3 0.7 1.3 1.3 0.7

16 H43 1.000 0.534 597.7 597.7 319.2 319.2 1.3 1.3 0.7 1.3 1.3 0.7

17 H44 1.000 0.513 597.7 597.7 306.6 306.6 1.3 1.3 0.7 1.3 1.3 0.7

18 H45 1.000 0.494 597.7 597.7 295.3 295.3 1.3 1.3 0.6 1.3 1.3 0.6

19 H46 1.000 0.475 597.7 597.7 283.9 283.9 1.3 1.3 0.6 1.3 1.3 0.6

20 H47 1.000 0.456 597.7 597.7 272.6 272.6 1.3 1.3 0.6 1.3 1.3 0.6

21 H48 1.000 0.439 597.7 597.7 262.4 262.4 1.3 1.3 0.6 1.3 1.3 0.6

22 H49 1.000 0.422 597.7 597.7 252.2 252.2 1.3 1.3 0.5 1.3 1.3 0.5

23 H50 1.000 0.406 597.7 597.7 242.7 242.7 1.3 1.3 0.5 1.3 1.3 0.5

24 H51 1.000 0.390 597.7 597.7 233.1 233.1 1.3 1.3 0.5 1.3 1.3 0.5

25 H52 1.000 0.375 597.7 597.7 224.1 224.1 1.3 1.3 0.5 1.3 1.3 0.5

26 H53 1.000 0.361 597.7 597.7 215.8 215.8 1.3 1.3 0.5 1.3 1.3 0.5

27 H54 1.000 0.347 597.7 597.7 207.4 207.4 1.3 1.3 0.5 1.3 1.3 0.5

28 H55 1.000 0.333 597.7 597.7 199.0 199.0 1.3 1.3 0.4 1.3 1.3 0.4

29 H56 1.000 0.321 597.7 597.7 191.9 191.9 1.3 1.3 0.4 1.3 1.3 0.4

30 H57 1.000 0.308 597.7 597.7 184.1 184.1 1.3 1.3 0.4 1.3 1.3 0.4

31 H58 1.000 0.296 597.7 597.7 176.9 176.9 1.3 1.3 0.4 1.3 1.3 0.4

32 H59 1.000 0.285 597.7 597.7 170.3 170.3 1.3 1.3 0.4 1.3 1.3 0.4

33 H60 1.000 0.274 597.7 597.7 163.8 163.8 1.3 1.3 0.4 1.3 1.3 0.4

34 H61 1.000 0.264 597.7 597.7 157.8 157.8 1.3 1.3 0.3 1.3 1.3 0.3

35 H62 1.000 0.253 597.7 597.7 151.2 151.2 1.3 1.3 0.3 1.3 1.3 0.3

36 H63 1.000 0.244 597.7 597.7 145.8 145.8 1.3 1.3 0.3 1.3 1.3 0.3

37 H64 1.000 0.234 597.7 597.7 139.9 139.9 1.3 1.3 0.3 1.3 1.3 0.3

38 H65 1.000 0.225 597.7 597.7 134.5 134.5 1.3 1.3 0.3 1.3 1.3 0.3

39 H66 1.000 0.217 597.7 597.7 129.7 129.7 1.3 1.3 0.3 1.3 1.3 0.3

40 H67 1.000 0.208 597.7 597.7 124.3 124.3 1.3 1.3 0.3 1.3 1.3 0.3

41 H68 1.000 0.200 597.7 597.7 119.5 119.5 1.3 1.3 0.3 1.3 1.3 0.3

42 H69 1.000 0.193 597.7 597.7 115.4 115.4 1.3 1.3 0.3 1.3 1.3 0.3

43 H70 1.000 0.185 597.7 597.7 110.6 110.6 1.3 1.3 0.2 1.3 1.3 0.2

44 H71 1.000 0.178 597.7 597.7 106.4 106.4 1.3 1.3 0.2 1.3 1.3 0.2

45 H72 1.000 0.171 597.7 597.7 102.2 102.2 1.3 1.3 0.2 1.3 1.3 0.2

46 H73 1.000 0.165 597.7 597.7 98.6 98.6 1.3 1.3 0.2 1.3 1.3 0.2

47 H74 1.000 0.158 597.7 597.7 94.4 94.4 1.3 1.3 0.2 1.3 1.3 0.2

48 H75 1.000 0.152 597.7 597.7 90.9 90.9 1.3 1.3 0.2 1.3 1.3 0.2

49 H76 1.000 0.146 597.7 597.7 87.3 87.3 1.3 1.3 0.2 1.3 1.3 0.2

50 H77 1.000 0.141 597.7 597.7 84.3 84.3 1.3 1.3 0.2 1.3 1.3 0.2

51 H78 1.000 0.135 597.7 597.7 80.7 80.7 1.3 1.3 0.2 1.3 1.3 0.2

52 H79 1.000 0.130 597.7 597.7 77.7 77.7 1.3 1.3 0.2 1.3 1.3 0.2

53 H80 1.000 0.125 597.7 597.7 74.7 74.7 1.3 1.3 0.2 1.3 1.3 0.2

54 H81 1.000 0.120 597.7 597.7 71.7 71.7 1.3 1.3 0.2 1.3 1.3 0.2

30,819 30,819 11,795 11,795 3,088 3,088 2,806 70 70 28 3,158 3,158 2,834

B 117.95

C 28.34

B/C 4.2

B-C 89.61

19.4%経済的内部収益率

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間

（
5
0
年

）

合計

費用便益比

総便益（億円）

総費用（億円）

費用便益比

 計①+②
建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

整
備
期
間

純現在価値（億円）

年度
ﾃﾞ ﾌﾚｰﾀ 割 引 率

便益：B 費用：C

便益① 残存価値②
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（様式-3） 

【算出説明書】 

事業概要 

事業目的 

《中海・宍道湖浄化事業》 

過去からの湖岸の埋め立てやコンクリート護岸化により、自然の湖岸が持つ自浄機

能の低下、生物生息域である浅場の減少等の湖岸が持つ本来の機能が低下している。

また、中海・宍道湖の近年の水質は経年的に横ばいで、汚濁指標であるＣＯＤなどは

環境基準を達成していない。 

そこで、沿岸域における自然浄化機能の回復を行うために浅場整備を行う。また、

湖底の汚濁底泥からの栄養塩溶出を削減し、生物の生息環境を改善するために覆砂を

行う。 

事業内容 

(事業箇所図) 

①-1 中海浄化事業  H16～(実施中) 浅場整備、覆砂 

① -2 宍道湖浄化事業 H16～(実施中) 浅場整備 

 

※この背景地図等データは、国土地理院の電子国土Webシステムから配信されたものである。

米子湾エリア

東岸エリア

南岸エリア

西岸エリア

南岸エリア

北岸エリア

①-2宍道湖浄化事業

①-1中海浄化事業

 
 

凡 例

赤：実施中
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（様式-4） 

【算出説明書】 

費用便益比の算定根拠 

便
益 

評価手法 水環境整備（中海・宍道湖浄化事業） 

： CVM（平成 24 年 2 月にアンケート実施）

便益計測期間 H31～H82（単独事業の効果発現時から全事業完了後 50 年） 

総便益 ○年便益額＝ 878 百万円 

○残存価値＝  0 百万円 

総便益 B=Σ単年度便益額/(1＋0.04)ｎ+残存価値=24,004 百万円 

評価範囲 
（評価対象範囲図） 

<中海浄化事業、宍道湖浄化事業> 

○便益範囲：プレテスト結果（H21 度実施）より、事業の認知度が高く事業の

必要性を強く感じている事業箇所から半径 20km 圏をアンケート

調査範囲に設定する。 

○世帯数：212,034 世帯 

○配布・回収方法：郵送 

○アンケート票数：配布数 2,000 票、回収数 732 票（回収率 36.6％） 

有効回答数 全体事業：543 票（有効回答率 74.2％） 

               残事業 ：564 票（有効回答率 77.0％） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

費
用 

建設費 19,435 百万円 

維持管理費 124 百万円 

総費用 19,559 百万円 

費用便益比（B/C） 1.2 

その他留意点等  
 

【水環境】中海・宍道湖浄化事業 CVM調査範囲

20km

流域界

斐伊川

○対象市町村（再評価：水環境整備事業）再評価：水環境整備事業）
松江市(旧松江市、旧鹿島町、旧島根町、旧美保関町、旧
八束町、旧東出雲町、旧八雲村、旧玉湯町、旧宍道町)、
出雲市(旧出雲市、旧大社町、旧平田市、旧斐川町)、安来
市(旧安来市、旧伯太町、旧広瀬町)、雲南市(旧加茂町、
旧大東町、旧木次町、旧三刀屋町)、米子市(旧米子市)、
境港市

－ 51 －



 

 

 

（再評価） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

斐伊川総合水系環境整備事業 
（水辺整備） 

 

〔費用便益比（B/C）算定等資料〕 
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CVM 調査結果（水辺整備 夕日ヶ丘箇所水辺整備） 

 

【事業全体】 

 

(1) アンケート集計数 
配布数 回収数 回収率 有効回答数 有効回答率 抵抗回答 無効回答 

2,000 784 39.2% 396 50.5% 153 235

 

(2) WTP 算定結果 

38
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55
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2
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回
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者
数

(人
)

支払意思額(円/月/世帯)
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50%

60%

70%
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90%

100%

0 500 1000 1500 2000 2500

賛
同

率

支払意思額(円/月/世帯)

実測値 推定曲線

WTP平均値
252円/月/世帯
※最大提示額で裾切り

 
 

(3) 便益・費用算定結果 

 

年便益(百万円) B(百万円) C(百万円) 

44.8 825 197 

 

◇B は残存価値を加算した。 

◇年便益＝WTP×12 ヶ月×受益世帯数 

    ＝252 円／月／世帯×12 ヶ月×14,820 世帯＝44.8 百万円 
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（様式-1） 

【概要】 

水系・河川名 斐伊川水系 

事業名 斐伊川総合水系環境整備事業 

事業主体 出雲河川事務所 

関係自治体 境港市 

事業期間 2016 年度～2021 年度（平成 28 年度～平成 33 年度） 

基準（評価年度） 2015 年度（平成 27 年度） 

 

【費用】 

 建設費 維持管理費 合計 

単純合計（実質価格） 213 百万円 9 百万円 222 百万円 

基準年における現在 

価値合計（Ｃ） 
193 百万円 3 百万円 197 百万円 

 

【便益】 

 便益 

供用年度 平成 32 年度 

供用年度の単年度便

益（実質価格） 
45 百万円 

残存価値 2 百万円 

基準年における現在

価値合計（Ｂ） 
825 百万円 

 

【費用便益分析結果】 

費用便益比（ＣＢＲ） 4.2 

純現在価値（ＮＰＶ） 628 百万円 

経済的内部収益率 
（ＥＩＲＲ） 16.5％ 
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（様式-2） 

水辺整備 全事業 

（単位：百万円） 

ｔ 平 成 便益 実質価格 現在価値 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値 費用 実質価格 現在価値

-11 H16 1.060 1.539

-10 H17 1.055 1.480

-9 H18 1.044 1.423

-8 H19 1.027 1.369

-7 H20 0.997 1.316

-6 H21 1.029 1.265

-5 H22 1.028 1.217

-4 H23 1.008 1.170

-3 H24 1.020 1.125

-2 H25 1.000 1.082

-1 H26 1.000 1.040

0 H27 1.000 1.000

1 H28 1.000 0.962 18.2 18.2 17.5 18.2 18.2 17.5

2 H29 1.000 0.925 99.4 99.4 91.9 99.4 99.4 91.9

3 H30 1.000 0.889 77.2 77.2 68.6 77.2 77.2 68.6

4 H31 1.000 0.855 14.0 14.0 12.0 14.0 14.0 12.0

5 H32 1.000 0.822 44.8 44.8 36.8 36.8 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

6 H33 1.000 0.790 44.8 44.8 35.4 35.4 4.3 4.3 3.4 0.2 0.2 0.1 4.5 4.5 3.5

7 H34 1.000 0.760 44.8 44.8 34.1 34.1 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

8 H35 1.000 0.731 44.8 44.8 32.8 32.8 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

9 H36 1.000 0.703 44.8 44.8 31.5 31.5 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

10 H37 1.000 0.676 44.8 44.8 30.3 30.3 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

11 H38 1.000 0.650 44.8 44.8 29.1 29.1 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

12 H39 1.000 0.625 44.8 44.8 28.0 28.0 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

13 H40 1.000 0.601 44.8 44.8 26.9 26.9 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

14 H41 1.000 0.577 44.8 44.8 25.9 25.9 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

15 H42 1.000 0.555 44.8 44.8 24.9 24.9 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

16 H43 1.000 0.534 44.8 44.8 23.9 23.9 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

17 H44 1.000 0.513 44.8 44.8 23.0 23.0 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

18 H45 1.000 0.494 44.8 44.8 22.1 22.1 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

19 H46 1.000 0.475 44.8 44.8 21.3 21.3 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

20 H47 1.000 0.456 44.8 44.8 20.4 20.4 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

21 H48 1.000 0.439 44.8 44.8 19.7 19.7 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

22 H49 1.000 0.422 44.8 44.8 18.9 18.9 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

23 H50 1.000 0.406 44.8 44.8 18.2 18.2 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

24 H51 1.000 0.390 44.8 44.8 17.5 17.5 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

25 H52 1.000 0.375 44.8 44.8 16.8 16.8 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

26 H53 1.000 0.361 44.8 44.8 16.2 16.2 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

27 H54 1.000 0.347 44.8 44.8 15.6 15.6 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

28 H55 1.000 0.333 44.8 44.8 14.9 14.9 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

29 H56 1.000 0.321 44.8 44.8 14.4 14.4 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

30 H57 1.000 0.308 44.8 44.8 13.8 13.8 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

31 H58 1.000 0.296 44.8 44.8 13.3 13.3 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

32 H59 1.000 0.285 44.8 44.8 12.8 12.8 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

33 H60 1.000 0.274 44.8 44.8 12.3 12.3 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1

34 H61 1.000 0.264 44.8 44.8 11.8 11.8 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

35 H62 1.000 0.253 44.8 44.8 11.3 11.3 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

36 H63 1.000 0.244 44.8 44.8 10.9 10.9 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

37 H64 1.000 0.234 44.8 44.8 10.5 10.5 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

38 H65 1.000 0.225 44.8 44.8 10.1 10.1 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

39 H66 1.000 0.217 44.8 44.8 9.7 9.7 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

40 H67 1.000 0.208 44.8 44.8 9.3 9.3 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

41 H68 1.000 0.200 44.8 44.8 9.0 9.0 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

42 H69 1.000 0.193 44.8 44.8 8.6 8.6 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

43 H70 1.000 0.185 44.8 44.8 8.3 8.3 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

44 H71 1.000 0.178 44.8 44.8 8.0 8.0 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

45 H72 1.000 0.171 44.8 44.8 7.7 7.7 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

46 H73 1.000 0.165 44.8 44.8 7.4 7.4 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

47 H74 1.000 0.158 44.8 44.8 7.1 7.1 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

48 H75 1.000 0.152 44.8 44.8 6.8 6.8 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

49 H76 1.000 0.146 44.8 44.8 6.5 6.5 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

50 H77 1.000 0.141 44.8 44.8 6.3 6.3 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

51 H78 1.000 0.135 44.8 44.8 6.1 6.1 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

52 H79 1.000 0.130 44.8 44.8 5.8 5.8 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

53 H80 1.000 0.125 44.8 44.8 5.6 5.6 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

54 H81 1.000 0.120 44.8 44.8 5.4 14.7 1.8 7.2 0.2 0.2 0.0 0.2 0.2 0.0

2,241 2,241 823 2 825 213 213 193 9 9 3 222 222 197

B 8.25

C 1.97

B/C 4.2

B-C 6.28

16.5%

純現在価値（億円）

経済的内部収益率

施
設
完
成
後
の
評
価
期
間

（
5
0
年

）

合計

費用便益比

総便益（億円）

総費用（億円）

費用便益比

年度
ﾃﾞ ﾌﾚｰﾀ 割 引 率

便益：B 費用：C

便益① 残存価値②
 計①+②

建設費③ 維持管理費④ 計③＋④

整
備
期
間
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（様式-3） 

【算出説明書】 

事業概要 

事業目的 

《夕日ヶ丘箇所水辺整備》 
境港市夕日ヶ丘地区周辺には、公園やスポーツ広場などのスポーツ・レクリエーシ

ョン施設が多く、また中海ではボートやカヌーなどの水上スポーツも楽しむことがで
きるが、水際に老朽化した直立護岸があるため、水辺に近づきにくくなっている、こ
のため、周辺の公園等と一体となった水辺の利用ができるような護岸、散策道を整備
する。 

 

事業内容 

(事業箇所図) 

②夕日ヶ箇所水辺整備［計画］ 

  護岸、河川管理用通路、階段 

 

※この背景地図等データは、国土地理院の電子国土Webシステムから配信されたものである。

②夕日ヶ丘箇所水辺整備

 
 

凡 例

緑：計画
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（様式-4） 

【算出説明書】 

費用便益比の算定根拠 

便
益 

評価手法 水辺整備（夕日ヶ丘箇所水辺整備）：TCM（平成 27 年 8 月にアンケート実施） 

便益計測期間 H32～H81（事業の効果発現時から全事業完了後 50 年） 

総便益 ○年便益額＝ 45 百万円 

○残存価値＝ 2 百万円 

総便益 B=Σ単年度便益額/(1＋0.04)ｎ+残存価値=825 百万円 

評価範囲 
（評価対象範囲図） 

○便益集計範囲：プレテスト結果（H27 度実施）より、利用頻度が高く、整備

の必要性に高い意識の見られる人の居住地域である事業箇

所から半径 5km 圏内をアンケート調査範囲に設定する。 

○世帯数：14,820 世帯 

○配布・回収方法：郵送 

○アンケート票数：配布数 2,000 票、回収数 784 票（回収率 39.2％） 

          有効回答数 396 票（有効回答率 50.5％） 

 

 

5km

20km

境港市

旧美保関町
旧島根町

旧鹿島町

松江市
旧八束町

米子市

日吉津村

旧東出雲町

安来市

旧広瀬町 旧伯太町

旧八雲村

旧淀江町宍道湖
中海

大橋川

斐伊川

プレテスト対象市町村本アンケート対象市町村

凡 例

旧市町村界

プレテスト範囲

本アンケート範囲

便益算定範囲

 
 

費
用 

建設費 193 百万円 

維持管理費 3 百万円 

総費用 197 百万円 

費用便益比（B/C） 4.2 

その他留意点等  
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斐伊川総合水系環境整備事業

〔鳥取県への意見照会と回答〕

〔島根県への意見照会と回答〕
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（別紙）

【河川事業】

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

天神川直轄河川改修事業 継続

日野川直轄河川改修事業 継続

斐伊川総合水系環境整備事業 継続

■ご意見の送付期限　：　平成２７年１２月１５日（火）までにお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　※様式自由

■送付先・お問い合わせ先

　　中国地方整備局　企画部企画課

　　　　　課長補佐　加田　（内線：３１５３）

　　　　　施策分析評価係長　藤野　（内線：３１８６）

　　ＴＥＬ：０８２－２２１－９２３１（代表）

　　ＦＡＸ：０８２－２２７－２６５１

　　〒730-8530　広島市中区上八丁堀6-30 広島合同庁舎２号館

※貴県の意見を踏まえ、「中国地方整備局事業監視委員会」へ諮る対応方針（原案）を
　作成するためのものです。
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（別紙）

【河川事業】

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

斐伊川総合水系環境整備事業 継続

【道路事業】

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

一般国道５４号 三刀屋拡幅 継続

【港湾事業】

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

浜田港福井地区臨港道路整備事業 継続

■ご意見の送付期限　：　平成２７年１２月１５日（火）までにお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　※様式自由

■送付先・お問い合わせ先

　　中国地方整備局　企画部企画課

　　　　　課長補佐　加田　（内線：３１５３）

　　　　　施策分析評価係長　藤野　（内線：３１８６）

　　ＴＥＬ：０８２－２２１－９２３１（代表）

　　ＦＡＸ：０８２－２２７－２６５１

　　〒730-8530　広島市中区上八丁堀6-30 広島合同庁舎２号館

※貴県の意見を踏まえ、「中国地方整備局事業監視委員会」へ諮る対応方針（原案）を
　作成するためのものです。
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